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　３月３日に女の子の厄除けと健康を祈願してお祝いされる「ひ

な祭り」に向け、市内の保育園や幼稚園にひな人形が飾られ

ました。 

　ひな祭りは、日本に古くから伝わる五節句の一つ「桃の節句」

が時代と共に形式を変え伝えられた伝統行事。下村保育園で

は年長児18人が先生と一緒に、健康と幸せを願い遊戯室にひ

な人形を飾りました。 

―下村保育園児とひな人形― 
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天
平
18
年（
７
４
６
年
）、
越
中（
富
山
県
）の
国
司
と
し
て
こ
の
地
に
赴
任
し
た

万
葉
歌
人
「
大
伴
家
持
」
が
、
こ
よ
な
く
愛
し
た
風
光
明
媚
な
地
「
奈
呉
の
浦
」。

奈
呉
の
浦
は
万
葉
の
時
代
か
ら
港
と
し
て
利
用
さ
れ
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
東
に

位
置
す
る
堀
岡
と
、
西
に
位
置
す
る
越
の
潟
町
は
陸
続
き
で
あ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
昭
和
36
年
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
の
日
本
経
済
を
背
景
と
し
、
放
生

津
潟
の
利
用
に
よ
る
富
山
新
港
と
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
が
始
ま
り
、
昭
和
42
年

に
は
堀
岡
と
越
の
潟
を
結
ぶ
港
口
を
切
断
。
翌
43
年
に
富
山
新
港
が
開
港
し
た
。 

　
そ
し
て
今
、
東
西
に
分
断
さ
れ
た
２
つ
の
地
域
を
つ
な
ぐ
交
流
の
架
け
橋
、
臨

港
道
路
富
山
新
港
東
西
線
「（
仮
称
）
新
湊
大
橋
」
の
工
事
が
順
調
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
日
本
海
側
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
夢
の
大
橋
は
、
平
成
20
年
代
前
半
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
橋
で
つ
な
が
る
両
埋
立
地
に
は
、
年
間
85
万
人
の
観
光

客
が
訪
れ
る
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
海
王
丸
パ
ー
ク
が
あ
る
「
海
王
町
」
と
、
良
質
な

住
宅
環
境
を
有
す
る
「
海
竜
町
」
が
広
が
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
港
町
風
情
が
漂

う
内
川
や
北
陸
最
大
規
模
の
面
積
を
有
す
る
都
市
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
、
そ
し
て

絵
本
館
な
ど
県
内
外
に
誇
る
施
設
が
点
在
し
て
い
る
。
大
橋
の
完
成
に
向
け
、
こ

れ
ら
の
資
源
を
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
と
有
機
的
に
結
び
つ
け
、
相
乗
効
果
を

発
揮
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。 

　
昨
年
３
月
に
旧
新
湊
市
が
策
定
し
た
「
新
湊
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
方
策
」
を
受
け
、

市
は
国
や
県
、
民
間
企
業
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
「
新
湊
み
な
と
ま

ち
づ
く
り
戦
略
会
議
」
を
設
置
し
、
射
水
市
の
地
域
振
興
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
し
始
め
た
。 

　
新
湊
大
橋
を
核
と
し
た
東
西
埋
立
地
の
活
性
化
方
策
と
、
再
び
結
ば
れ
る
２
つ

の
地
域
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

交
流
の
拠
点
は
港 

　
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
は
、
古
く
か
ら
船
が

大
切
な
交
通
手
段
で
、
人
や
物
を
運
ぶ
だ
け

で
な
く
文
化
も
伝
え
、
港
は
各
地
域
・
各
国

の
人
・
文
化
の
交
流
拠
点
で
あ
っ
た
。
現
在
、

食
糧
の
約
６
割
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
約
９

割
を
海
外
に
依
存
す
る
日
本
は
、
輸
入
品
貿

易
量
の
９
９
・
７
％
が
船
を
利
用
し
港
か
ら

入
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
港
は
日

本
の
玄
関
口
で
あ
る
。 

　
文
化
交
流
が
盛
ん
な
港
に
は
、
多
く
の
人
々

が
集
い
、
や
が
て
港
を
中
心
と
し
た
ま
ち
が

形
成
さ
れ
る
。
富
山
新
港
周
辺
に
も
、
港
の

背
後
地
を
利
用
し
た
臨
海
工
業
地
帯
を
は
じ
め
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
海
王
丸
パ
ー
ク
」、
そ
し
て
、

健
康
増
進
施
設
「
海
竜
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」

や
日
本
海
側
最
大
級
の
マ
リ
ー
ナ
「
海
竜
マ

リ
ン
パ
ー
ク
」
な
ど
の
施
設
が
相
次
い
で
整

備
さ
れ
、
港
の
周
辺
に
は
多
く
の
人
が
集
い

交
流
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
15
年
９

月
に
は
、
旅
客
船
バ
ー
ス
の
供
用
も
開
始
さ
れ
、

飛
鳥
や
日
本
丸
、
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
、

と
い
っ
た
大
型
客
船
が
相
次
い
で
入
港
し
、

富
山
県
の
海
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。 

 
大
橋
の
概
要 

　
平
成
14
年
11
月
、
富
山
新
港
開
港
後
、
分

断
さ
れ
た
湾
岸
部
の
交
通
・
物
流
の
復
活
、

伏
木
富
山
港
３
港
の
連
携
を
強
化
し
港
湾
機

能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
国
土
交
通
省
が
臨

港
道
路
富
山
新
港
東
西
線
「（
仮
称
）新
湊
大
橋
」

の
工
事
に
着
手
し
た
。 

　
大
橋
は
、
海
王
町
と
海
竜
町
を
結
ぶ
日
本

海
側
最
大
級
の
５
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
、

総
工
費
約
４
１
０
億
円
、
計
画
延
長
が
約

３
、
６
０
０
ｍ
（
橋
梁
部
約
２
、
４
０
０
ｍ
、

う
ち
主
橋
梁
部
６
０
０
ｍ
）、
着
工
か
ら
概

ね
10
か
年
で
完
成
予
定
で
あ
る
。 

 

新
湊
み
な
と 

ま
ち
づ
く
り
方
策 

　
大
橋
の
両
岸
「
海
王
町
」
と
「
海
竜
町
」

に
は
多
く
の
未
利
用
地
が
点
在
す
る
。
昨
年
、

旧
新
湊
市
が
、
そ
の
未
利
用
地
の
活
用
と
中

心
市
街
地
と
の
連
携
な
ど
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
を
示
し
た
「
新
湊
み
な
と
ま
ち

づ
く
り
方
策
」
を
策
定
し
た
。
海
王
丸
パ
ー

ク
を
有
す
る
西
埋
立
地
の
海
王
町
は
「
賑
わ

い
の
あ
る
交
流
空
間
」、
近
畿
大
学
水
産
研

究
所
な
ど
を
有
す
る
東
埋
立
地
の
海
竜
町
は
「
近

未
来
を
考
え
た
高
質
空
間
」
と
方
向
性
を
定
め
、

東
西
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
活
か
し
た
新
た
な

ま
ち
の
青
写
真
が
描
か
れ
て
い
る
。 

（口語訳：強い東風が吹いているらしい。奈呉の海人の釣りする小舟が、波の間に漕いでいるのが見え隠れしている） 
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特集　大橋から広がる夢 

　
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
の
国
際
流

通
学
科
は
、
港
を
核
と
し
た
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
新
湊
大
橋
完
成
に
向
け
て
期

待
さ
れ
る
、
海
王
町
と
海
竜
町
の
地
域

資
源
を
活
か
し
た
振
興
及
び
両
地
区
に

広
が
る
未
利
用
地
の
活
用
に
つ
い
て
聞

い
て
み
た
。
港
に
描
く
若
者
の
夢
と
は

何
か
考
え
て
み
た
い
。 

国立富山商船高等専門学校 
国際流通学科５年生 

堀田　礼奈さん 

若
人
が
描
く

あ
こ
が
れ
の 

　

港
町
を
目
指
し
て 

     

　
国
際
流
通
学
科
４
年
生
は
、
授
業
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
11
月
か
ら
約
１
か

月
の
期
間
を
か
け
、
新
湊
み
な
と
ま
ち

づ
く
り
方
策
へ
の
具
体
的
な
提
案
を
行

っ
た
。
グ
ル
ー
プ
学
習
形
式
で
行
わ
れ
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
整
備
や
大
橋

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
交
通
網
の
整
備
、

エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー（
食
用
花
）の
栽

培
な
ど
、
10
代
の
目
で
見
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
策
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
「
あ

ゆ
の
風
」
グ
ル
ー
プ
は
、
県
外
観
光
客

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
新
湊
観
光
名

所
化
計
画
」
と
題
し
、
発
表
し
た
。 

　
内
容
は
、
成
人
病
の
予
防
や
美
肌
に

効
果
が
あ
る
海
洋
深
層
水
に
目
を
つ
け
、

そ
の
水
を
活
か
し
た
温
泉
旅
館
の
建
設

や
地
ビ
ー
ル
の
開
発
、
新
湊
ブ
ラ
ン
ド

の
海
の
幸
と
地
元
の
酒
が
味
わ
え
る
「
魚

ド
ー
ム
」
の
建
設
な
ど
、
夢
の
あ
る
提

案
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。
施
設
の
建
設

と
と
も
に
、
観
光
客
が
回
遊
で
き
る
よ
う
並

木
道
の
整
備
や
街
灯
の
設
置
な
ど
も
提
言
し

て
い
る
。
ま
た
、
海
王
丸
パ
ー
ク
に
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
、
そ

の
イ
ベ
ン
ト
と
併
行
し
朝
市
の
開
催
や
日
本

海
沿
岸
諸
国
と
の
異
文
化
交
流
事
業
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
の
整
備
も
提
案
し
て
い
る
。 

　
教
授
か
ら
の
課
題
の
発
表
を
受
け
、
メ
ン

バ
ー
は
「
金
銭
的
に
実
効
性
が
難
し
い
面
も

あ
る
が
、
同
年
代
の
若
者
が
訪
れ
、
遊
べ
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
再
訪
問
し
た
く
な
る
よ

う
な
夢
の
ま
ち
を
描
こ
う
」
と
考
え
、

意
見
を
出
し
合
っ
た
。
ま
ず
、
堀

岡
地
区
の
北
陸
電
力
火
力
発
電
所

を
見
学
し
た
際
に
、
発
電
所
の
屋

上
か
ら
大
橋
の
工
事
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
東
西
埋
立
地
の
現
状
を
把

握
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
本
を
使
い
、
全
国
の
ま
ち

づ
く
り
の
事
例
を
参
考
に
富
山
新

港
一
帯
の
開
発
計
画
を
具
体
化
し

て
い
っ
た
。「
メ
ン
バ
ー
各
々
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
夢
が
詰
ま
っ
た

提
案
書
が
で
き
た
。
し
か
し
、
内
川
周
辺
や

射
水
市
の
市
街
地
や
施
設
へ
の
観
光
客
の
回

遊
に
つ
い
て
は
提
案
で
き
て
い
な
い
」
と
、

提
案
書
の
課
題
を
話
す
。 

　
学
生
の
提
案
を
全
体
的
に
見
る
と
、
実
現

が
難
し
い
夢
物
語
の
感
が
否
め
な
い
。
し
か
し
、

大
橋
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
今
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。「
私
た
ち
の
提
案
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
端
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

提
案
内
容
の
実
現
に
向
け
、
行
動
力
や
語
学

力
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
話
し
た
。 

地
ビ
ー
ル
で 

　
　
ま
ち
づ
く
り 

     

　
射
水
市
の
印
象
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
若

者
が
集
う
ス
ポ
ッ
ト
が
な
い
。
臨
海
部

は
街
灯
が
少
な
い
た
め
、
暗
く
て
怖
い

印
象
が
あ
る
」
と
答
え
る
。
堀
田
さ
ん
は
、

市
が
提
案
し
た
新
湊
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
方
策
と
横
浜
市
の
「
み
な
と
み
ら
い

21
」
事
業
と
を
比
較
・
分
析
し
、
港
湾

を
活
か
し
た
臨
海
部
の
開
発
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
「
新
湊
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
方
策
に
関
す
る
一
考
察
」
と
題
し
て
、

卒
業
論
文
を
書
い
て
い
る
。 

　
こ
の
題
材
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

県
が
平
成
２
年
に
富
山
新
港
西
埋
立
地

の
開
発
を
示
し
た
「
日
本
海
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
構
想
」。
こ
の
構
想
に
基
づ
き
海
王

丸
パ
ー
ク
、
臨
海
野
鳥
園
な
ど
の
施
設

は
建
設
さ
れ
た
が
、
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
海
洋
博
物
館
な
ど
は
未
だ

造
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
昨
年
、

旧
新
湊
市
が
東
西
埋
立
地
の
利
用
方
策
を
示

し
た
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
調
査
研
究
を
始

め
た
。 

　
論
文
で
は
、
射
水
市
の
素
材
を
使
っ
た
地

ビ
ー
ル
の
開
発
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て

い
る
。
県
内
に
は
宇
奈
月
町
や
氷
見
市
に
地

ビ
ー
ル
館
が
あ
り
、
宇
奈
月
で
は
そ
の
風
土

に
合
う
よ
う
品
種
改
良
し
た
「
あ
ま
ぎ
二
条

大
麦
」
を
栽
培
し
ビ
ー
ル
作
り
に
利
用
し
て

い
る
。「
市
内
の
平
野
部
に
広
が

る
休
耕
田
を
利
用
し
、
こ
の
地

に
合
う
大
麦
を
品
種
改
良
し
栽

培
す
る
。
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ

ぷ
り
の
海
洋
深
層
水
を
利
用
す
る
。

素
材
も
含
め
射
水
ブ
ラ
ン
ド
の

ビ
ー
ル
が
で
き
る
」
と
、
調
査

研
究
に
裏
づ
け
さ
れ
た
具
体
策

を
話
す
。
そ
の
ビ
ー
ル
は
、
工

場
内
に
併
設
さ
れ
海
に
面
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
元
の
食
材
を

活
か
し
た
料
理
と
一
緒
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
計
画
で
あ
る
。

「
休
耕
田
の
活
用
、
雇
用
の
確
保
、

観
光
客
の
増
大
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
。
ま
た
、
長
時
間
滞
在
で
き
る
施

設
を
近
郊
に
設
け
れ
ば
、
市
内
へ
の
観
光
客

の
回
遊
も
期
待
で
き
る
」
と
、
施
設
が
も
た

ら
す
波
及
効
果
を
語
る
。 

　
「
富
山
県
は
雪
国
の
た
め
、
屋
根
が
あ
り
、

長
時
間
滞
在
で
き
る
施
設
が
な
い
と
人
は
集

ま
ら
な
い
。
東
西
埋
立
地
が
開
発
さ
れ
、
大

橋
が
架
け
橋
と
な
り
人
が
交
流
し
、
射
水
市

や
県
が
発
展
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
、

冷
静
に
鋭
い
視
線
を
投
げ
か
け
た
。 

市
民
の
参
画
が
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
る 

国立富山商船高等専門学校 
国際流通学科４年生　あゆの風グループ 

上原さん（左上）　尾谷さん（右上） 
古市さん（左下）　中田さん（右下） 　

「
国
際
流
通
学
科
は
高
専
で
初
め
て

の
純
文
科
系
学
科
で
、
海
上
商
人
の
精

神
を
持
ち
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で

活
躍
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
」
と
、
学
科
長
の

舘
教
授
は
語
る
。
こ
の
学
科
は
、
環
日

本
海
時
代
に
対
応
す
る
た
め
平
成
８
年

に
新
設
さ
れ
、
語
学
力
を
活
か
し
県
内

外
の
企
業
に
優
秀
な
人
材
を
送
り
出
す

と
と
も
に
、
大
学
へ
の
進
学
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。 

　
舘
教
授
は
、
新
湊
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
方
策
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ

と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。「
港
湾

を
核
と
し
た
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
ん
で
い
る
。
授
業
で
取
り
上
げ
る
ま

で
は
、
一
人
の
学
生
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
知
ら
な
か
っ
た
。
学
生
や
地
域

住
民
は
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
た
」。
こ
の
想
い
の
発
端
は
、

帆
船
海
王
丸
を
誘
致
し
た
時
に
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
、
海
王
丸
の
誘
致
は
夢
物
語
で
あ
り
、

難
し
い
と
考
え
る
人
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

多
く
の
人
の
熱
意
が
通
じ
、
夢
が
現
実
と
な

り
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
誘
致
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
た
の
は
、
地
域
に
ゆ
か

り
を
持
つ
県
外
出
身
の
学
識
経
験
者
が
多
か

っ
た
。
地
域
住

民
の
大
部
分
は
、

無
関
心
で
こ
の

事
業
が
成
功
す

る
と
考
え
て
い

な
か
っ
た
」
と
、

当
時
を
ふ
り
返
る
。

「
市
民
参
画
・

協
働
の
時
代
と

い
わ
れ
て
い
る

現
代
社
会
に
お

い
て
、
市
民
や

学
生
が
現
状
を

認
識
し
、
夢
を

描
く
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
ず
、
地
域
住
民
が

現
状
を
知
る
こ
と
が
大
事
」
と
、
市
民
参
画

の
重
要
性
を
話
す
。 

　
富
山
新
港
の
北
洋
材
入
荷
量
は
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
全
国
シ
ェ
ア
の
２
割

程
度
を
占
め
全
国
一
を
誇
っ
て
い
る
。
木
材

の
加
工
業
者
も
沿
岸
部
に
多
く
、
加
工
の
際

排
出
さ
れ
る
樹
皮
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
施

設
を
現
状
以
上
に
求
め
て
い
る
企
業
も
多
い
。

「
東
埋
立
地
に
は
再
生
資
源
の
輸
送
や
資
源

を
再
生
す
る
施
設
が
集
積
し
た
『
リ
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
』
の
建
設
が
望
ま
し
い
」
と
、
地

元
企
業
と
の
対
話
か
ら
描
い
た
具
体
的
な
方

策
を
示
す
。
西
埋
立
地
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
は
「
海
洋
市
民
の
育
成
の
た
め
海
王
丸

パ
ー
ク
の
強
化
が
必
要
。
多
く
の
資
産
を
投

じ
る
べ
き
だ
」
と
話
す
。
海
王
丸
パ
ー
ク
で
は
、

総
帆
展
帆
な
ど
を
行
う
約
１
０
０
人
の
展
帆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
る
が
、
高
齢

化
し
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。「
施
設

を
整
備
し
、
魅
力
的
な
パ
ー
ク
に
な
れ
ば
、

若
者
が
集
い
海
に
親
し
む
よ
り
多
く
の
海
洋

市
民
が
誕
生
す
る
」
と
、
パ
ー
ク
の
再
整
備

を
訴
え
る
。 

　
「
大
橋
は
５
・
６
年
先
に
は
完
成
す
る
。

港
湾
の
荷
役
機
能
の
強
化
、
日
本
海
沿
岸
諸

国
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
な
ど
、
富
山
新

港
の
機
能
の
更
な
る
充
実
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
住
民
は
こ
の
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
関
心
で
は
い
け
な
い
。
市

民
が
智
恵
を
出
し
合
い
、
考
え
る
。
市
民
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
の
だ

ろ
う
」
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
策
を
最
後
に

語
っ
た
。 

国立富山商船高等専門学校 
国際流通学科教授　学科長 

舘　清志さん 
　昭和49年海洋実習の技官として同
校に赴任。その後、富山大学の大学院
で海上労働法を研究、修士（経済学）。
平成8年に新たに設置された国際流通
学科の教官となる。平成14年に教授・
学科長に就任。高岡市在住。 
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桧
物
さ
ん
は
平
成
12
年
に
結
婚
し
、
海
王

町
に
移
り
住
ん
だ
。「
新
築
さ
れ
た
き
れ
い

な
建
物
と
長
年
暮
ら
し
て
き
た
地
元
の
八
幡

町
か
ら
近
い
こ
と
が
魅
力
だ
っ
た
」
と
海
王

町
に
住
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
語
る
。
市
営
住

宅
付
近
は
日
本
海
の
潮
の
香
り
が
漂
い
、
テ

ラ
ス
か
ら
は
美
し
い
海
王
丸
の
姿
が
一
望
で

き
る
。「
海
王
丸
パ
ー
ク
に
は
子
ど
も
を
連

れ
て
散
歩
に
良
く
出
か
け
ま
す
。
８
月
に
行

わ
れ
る
新
湊
ま
つ
り
の
花
火
大
会
は
、
自
宅

に
居
な
が
ら
華
や
か
に
広
が
る
花
火
を
見
る

こ
と
が
で
き
最
高
で
す
」
と
こ
の
ま
ち
の
魅

力
を
語
る
。 

　
「
海
王
丸
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
多

く
の
人
が
訪
れ
る
が
、
生
活
用
品
を
販
売
す

る
商
店
な
ど
も
な
い
た
め
人
通
り
も
少
な
く
、

寂
し
く
感
じ
る
と
き
が
あ
る
」
と
語
る
。
海

王
町
は
海
王
丸
パ
ー
ク
を
中
心
に
賑
わ
う
ま

ち
の
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
だ
が
、

居
住
環
境
に
つ
い
て
は
問
題
も
あ
る
。
小
学

校
へ
の
通
学
は
距
離
が
あ
り
、
人
の
目
が
少

な
い
た
め
車
で
送
迎
す
る
保
護
者
も
多
い
と

い
う
。
ま
た
、
移
動
手
段
の
中
心
は
車
と
な

る
た
め
、
買
い
物
に
出
か
け
る
に
も
一
苦
労

す
る
そ
う
だ
。「
子
ど
も
が
小
学
校
に
通
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
心
配
。
近
所
の

目
が
届
か
な
い
た
め
、
子
ど
も
だ
け
で
外
で

遊
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
妻
の
真
里
子

さ
ん
は
不
安
げ
に
話
す
。
一
方
、
周
辺
の
未

利
用
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
「
大
き
な
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
誘
致
し
て
ほ
し
い
。
天

候
や
季
節
に
左
右
さ
れ
ず
、
人
が
集
ま
り
、

海
王
丸
パ
ー
ク
に
も
人
が
流
れ
、
賑
わ
い
の

あ
る
空
間
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観
覧
車
な
ど
が
あ
れ
ば
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
子

ど
も
た
ち
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
」
と
地
域
活

性
化
へ
の
夢
は
広
が
る
。 

　
「
大
橋
が
完
成
す
る
こ
と
で
人
通
り
が
多

く
な
り
、
海
竜
町
と
の
交
流
や
地
域
が
活
性

化
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
夫
の
賢

一
さ
ん
は
語
る
。
八
幡
町
で
生
ま
れ
育
っ
た

賢
一
さ
ん
は
、
堀
岡
地
区
に
も
友
人
が
多
い
。

「
対
岸
に
は
海
竜
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
も
見
え
、

海
竜
町
は
目
の
前
に
あ
る
。
し
か
し
、
車
で

行
く
と
非
常
に
遠
く
感
じ
る
」
と
近
い
よ
う

で
遠
い
海
竜
町
の
印
象
を
語
る
。
現
在
、
新

湊
消
防
署
東
部
出
張
所
に
勤
務
す
る
賢
一
さ

ん
は
、
車
で
15
分
か
け
通
勤
し
て
い
る
。
し

か
し
、
大
橋
が
完
成
す
れ
ば
５
分
も
か
か
ら

ず
通
勤
で
き
る
。
救
命
士
の
仕
事
に
携
っ
て

い
る
賢
一
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
も
語
る
。「
救

命
の
仕
事
は
、
１
秒
で
も
早
く
ケ
ガ
人
や
病

人
を
病
院
に
搬
送
す
る
こ
と
。
大
橋
完
成
で
、

消
防
も
救
命
も
管
轄
エ
リ
ア
を
き
め
細
や
か

に
統
括
で
き
、
病
院
へ
の
搬
送
も
迅
速
に
で

き
る
」
と
人
命
を
預
か
る
責
任
感
か
ら
も
大

橋
の
早
期
完
成
を
訴
え
る
。 

　
「
大
橋
の
完
成
に
よ
り
こ
の
地
域
は
大
き

く
変
わ
る
だ
ろ
う
。
人
が
交
流
す
る
賑
わ
い

が
あ
る
地
域
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
」
と

桧
物
さ
ん
家
族
は
最
後
に
語
っ
た
。 

　
港
湾
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い

た
東
に
位
置
す
る
海
竜
町
と
西
に

位
置
す
る
海
王
町
が
、
大
橋
の
完

成
に
よ
り
再
び
結
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
。
両
町
の
住
民
の
方
に
大
橋

に
寄
せ
る
想
い
や
地
域
の
現
状
を

聞
い
て
み
た
。 

海王町 海竜町 

平成12年から海王丸
パークを望む市営住宅
に入居され、海王町在
住7年目。妻の真里子
さん、双子の子どもの
竜大くんと翔大くんの
4人家族。 

桧物賢一さん一家 

地域活性化に向け、日夜、二人
三脚で汗を流す堀川さんと河上
さん。富山新港計画発足時に結
成された富山新港対策堀岡振興
会の会長と事務局長も務める。 

堀川　光夫さん （写真：左） 

河上　健三さん （写真：右） 

堀岡連合自治会会長 

堀岡連合自治会事務局長 

地
域
が
描
く

　
「
放
生
津
潟
は
天
然
の
養
魚
池
で
フ
ナ
、

コ
イ
、
ウ
ナ
ギ
、
シ
ジ
ミ
な
ど
が
繁
殖
し
て

い
た
。
特
に
シ
ジ
ミ
は
こ
の
地
域
の
名
産
で

あ
り
、
採
取
し
た
シ
ジ
ミ
を
近
郷
の
ま
ち
に

売
り
歩
い
た
も
の
だ
。
周
辺
に
は
と
ね
り
こ

の
田
園
風
景
が
広
が
り
、
潟
の
中
央
付
近
に

は
弁
天
島
が
あ
り
、
弁
天
ま
つ
り
で
は
、
堀

岡
や
片
口
、
新
湊
な
ど
か
ら
屋
形
船
や
大
小
様
々

な
舟
が
潟
一
面
を
埋
め
、
笛
や
太
鼓
の
音
が

湖
面
に
広
が
り
、
夜
空
に
咲
く
花
火
を
楽
し

ん
だ
」
と
、
二
人
は
富
山
新
港
工
事
着
手
前

の
風
景
を
懐
か
し
む
。 

　
昭
和
35
年
富
山
新
港
計
画
が
発
表
さ
れ
、

翌
年
、
地
元
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。
港

口
切
断
に
よ
る
市
街
地
か
ら
の
分
断
、
住
民

の
足
で
あ
る
地
鉄
射
水
線
と
主
要
道
魚
津
氷

見
線（
堀
切
橋
）の
切
断
、
渡
船
の
運
行
、
家

屋
移
転
の
補
償
な
ど
解
決
す
べ
き
問
題
が
山

積
み
さ
れ
て
い
た
。「
陸
続
き
だ
っ
た
地
域

が
分
断
さ
れ
る
孤
独
感
と
堀
岡
地
区
が
へ
き

地
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ

っ
た
」
と
河
上
さ
ん
は
当
時
の
心
境
を
語
る
。

そ
の
不
安
が
人
口
の
推
移
に
現
れ
た
。
昭
和

41
年
４
、
２
０
０
人
で
あ
っ
た
人
口
が
激
減
し
、

昨
年
は
２
、
９
０
０
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

「
こ
の
地
区
が

”過
疎
地
域
“
に
な
ら
な
い

た
め
に
努
力
し
て
き
た
が
、
多
く
の
人
が
太

閤
山
や
七
美
な
ど
に
移
住
し
た
。
大
橋
の
完

成
で
、
現
在
も
対
岸
に
住
ん
で
い
る
９
軒
の

地
区
住
民
と
再
び
結
ば
れ
る
喜
び
と
海
竜
町

に
新
し
い
人
が
流
入
し
、
地
域
人
口
が
増
え

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
、
大
橋
が
も
た

ら
す
可
能
性
に
期
待
す
る
。 

　
平
成
15
年
３
月
、
堀
岡
連
合
自
治
会
と
富

山
新
港
対
策
堀
岡
振
興
会
が
、
富
山
新
港
東

埋
立
地
約
90 
ha
の
開
発
計
画
プ
ラ
ン
「
賑
わ

い
空
間
創
造
計
画
」
を
作
成
し
、
行
政
に
提

案
し
た
。
そ
の
プ
ラ
ン
が
具
現
化
さ
れ
た
の
が
、

現
在
整
備
中
の
緑
地
公
園
「
元
気
の
森
」
で

あ
る
。
こ
の
公
園
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

る
小
川
と
大
型
遊
具
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
海

を
眺
望
で
き
る
広
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
18
ホ
ー
ル
は
昨
年
か
ら
利
用
が
始
め
ら
れ
た
。

公
園
の
全
体
完
成
は
平
成
20
年
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。「
地
域
を
形
成
す
る
の
は
そ
こ
に

住
む
住
民
。
自
分
た
ち
が
住
み
や
す
い
よ
う

に
地
域
を
考
え
、
智
恵
を
出
し
合
い
、
具
体

的
な
プ
ラ
ン
を
行
政
に
提
示
す
る
。
一
生
懸

命
行
え
ば
、
必
ず
芽
が
開
く
」
と
実
績
に
裏

づ
け
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
語
る
。「
大

橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
風
力
発
電
は
使
え
な
い
か
。
歩
道
利

用
者
安
全
対
策
の
た
め
に
歩
道
に
人
が
集
ま

る
空
間
が
つ
く
れ
な
い
か
。
大
橋
の
消
雪
の

水
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
が
使
え
な
い
か
。

な
ど
、
大
橋
完
成
ま
で
に
地
域
か
ら
提
案
す

る
こ
と
は
尽
き
な
い
」
と
堀
川
さ
ん
は
次
な

る
地
域
提
案
に
つ
い
て
熱
く
語
る
。 

　
こ
の
地
域
に
は
、
海
竜
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

や
元
気
の
森
、
神
通
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

近
畿
大
学
水
産
研
究
所
な
ど
夢
や
可
能
性
が

あ
る
施
設
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
海

竜
町
の
第
２
期
宅
地
造
成
工
事
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。「
こ
れ
か
ら
も
智
恵
を
出
し
、
行

動
し
、
お
互
い
の
施
設
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、

魅
力
あ
る
地
域
を
築
き
あ
げ
た
い
。
構
築
さ

れ
た
地
域
が
、
市
の
財
産
と
し
て
多
く
の
人

に
利
用
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
地
域
の
夢

は
果
て
し
な
く
広
が
る
。 

定
住
者
が
少
な
く
寂
し
い
ま
ち 

　
大
橋
完
成
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
期
待 

地
域
を
愛
す
る
心 

　
そ
の
心
が
人
を
動
か
し
、
地
域
を
育
て
る 

特集　大橋から広がる夢 

海竜町 

海王町 
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●「新湊みなとまちづくり方策」は射水市
のホームページに掲載してあります。また、
パンフレット等もありますので、詳細に
ついてはお問い合わせください。 
射水市ホームページ 
　http://www.city.imizu.toyama.jp/ 
問合せ先：みなとまちづくり班（新湊庁舎） 
　☎82－1957

　
旧
新
湊
市
が
策
定
し
た
「
新
湊
み
な
と
ま

ち
づ
く
り
方
策
」
に
は
、
富
山
新
港
東
西
埋

立
地
の
活
用
と
内
川
周
辺
に
広
が
る
中
心
市

街
地
と
の
連
携
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
時
代
は

流
れ
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
射
水
市
が
誕
生

し
た
。
射
水
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
要

素
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
方
策
を
位
置
づ
け
、

臨
海
部
の
未
利
用
地
を
活
用
し
、
市
民
が
集
い
、

ふ
れ
あ
い
、
交
流
す
る
空
間
を
創
り
あ
げ
、

大
橋
の
整
備
と
一
体
と
な
り
射
水
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
こ
の
方
策
に
は
夢
が
あ
り
、
魅
力
に
満
ち

た
ま
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
夢
の
実
現

に
向
け
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
行
政
や
商

工
会
・
商
工
会
議
所
な
ど
の
諸
団
体
、
更
に

は
観
光
事
業
に
携
わ
る
民
間
企
業
な
ど
が
連

携
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、
参
画
し
、

協
働
で
新
た
な
空
間
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。 

　
海
に
は
未
知
な
る
魅
力
が
あ
り
、
港
湾
は

射
水
市
を
全
国
に
、
世
界
に
発
信
す
る
資
質

を
秘
め
て
い
る
。
大
橋
の
建
設
に
あ
た
り
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
声
を
発
し
、
行

動
に
移
す
こ
と
が
魅
力
あ
る
射
水
市
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
市
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
大
橋
の

建
設
は
、
完
成
に
向
け
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

こ
の
大
橋
の
建
設
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
を

整
備
し
、
市
内
外
の
施
設
、
文
化
、
伝
統
な

ど
と
有
機
的
に
結
び
つ
け
、
射
水
市
の
魅
力

を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
か
、
今
か
ら

考
え
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
「
越
の
潟
、
と
ね
り
こ
、
そ
し
て
水
路
を
行

き
交
う
小
船
と
い
っ
た
あ
の
懐
か
し
い
射
水
平

野
の
牧
歌
的
風
景
と
歴
史
的
遺
産
と
し
て
現
在

も
息
づ
い
て
い
る
内
川
周
辺
の
し
っ
と
り
と
し

た
光
景
が
私
の
脳
裏
を
交
錯
す
る
」
と
射
水
郷

の
風
景
を
懐
か
し
む
雨
宮
さ
ん
。 

　
昭
和
43
年
、
莫
大
な
国
費
を
投
資
し
て
、
産

業
・
流
通
の
拠
点
と
な
る
工
業
港
湾
「
富
山
新
港
」

が
開
港
し
た
。
日
本
海
側
最
大
規
模
の
港
湾
能

力
を
有
し
、
港
を
利
用
す
る
多
く
の
企
業
が
進

出
し
た
。
そ
し
て
、
市
の
財
政
に
潤
い
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
地
域
住
民
の
雇
用
も
確
保
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

し
か
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
社
会
変
化

に
よ
り
、
工
場
誘
致
に
陰
り
が
み
え
始
め
、
未

利
用
地
の
活
用
も
含
め
工
業
港
湾
か
ら
地
域
住

民
の
港
湾
へ
の
転
換
が
必
要
と
な
っ
た
。
時
を

同
じ
く
し
て
、
雨
宮
さ
ん
が
学
生
時
代
に
航
海

実
習
で
乗
船
し
た
こ
と
が
あ
る
海
王
丸
が
１
９

７
８
年
に
引
退
。
そ
こ
で
、
人
々
が
集
う
新
し

い
港
づ
く
り
に
向
け
、
富
山
新
港
に
帆
船
海
王

丸
を
誘
致
し
よ
う
と
、
県
や
経
済
界
に
働
き
か

け
た
。「
多
く
の
経
済
界
の
要
人
や
若
者
が
賛

同
し
、
大
阪
府
と
の
誘
致
合
戦
の
末
、
富
山
県

に
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
海
王
丸
を
係
留

す
る
海
王
丸
パ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
『
住
民
が

親
し
む
港
湾
』
の
シ
ン
ボ
ル
が
で
き
た
」
と
当

時
を
ふ
り
返
る
。 

　
戦
略
会
議
委
員
長
の
雨
宮
さ
ん
は
、
新
湊
み

な
と
ま
ち
づ
く
り
方
策
の
中
で
「
西
埋
立
地
の

海
王
町
は
日
本
海
の
香
り
い
っ
ぱ
い
の
賑
わ
い

空
間
と
し
、
東
埋
立
地
の
海
竜
町
は
近
未
来
に

向
け
て
海
と
い
う
自
然
の
恵
み
に
挑
戦
す
る
空

間
と
位
置
付
け
る
。
同
時
に
そ
の
空
間
に
訪
れ

る
人
を
既
存
の
市
街
地
へ
誘
導
し
、
新
湊
の
歴

史
や
海
の
幸
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
へ
人
々

を
近
づ
け
る
大
橋
の
役
割
は
大
変
大
き
い
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
『
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
』
の
成
果
は
、

下
条
川
や
新
堀
川
、
そ
し
て
庄
川
と
い
っ
た
水

系
で
強
く
結
ば
れ
て
い
る
射
水
市
の
各
地
域
の

発
展
の
起
爆
剤
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

特
色
を
活
か
し
た
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
可

能
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

　
港
口
を
つ
な
ぐ
大
橋
の
着
工
は
、
分
断
さ
れ

た
両
地
域
が
再
び
結
ば
れ
る
と
同
時
に
、
海
の

ロ
マ
ン
の
象
徴
で
あ
る
帆
船
海
王
丸
を
中
心
に

東
西
埋
立
地
の
新
た
な
活
用
を
考
え
る
機
会
で

も
あ
る
。
今
、
富
山
新
港
の
開
港
か
ら
今
日
ま
で
、

蓄
積
さ
れ
て
き
た
莫
大
な
海
に
関
わ
る
資
産
を

射
水
市
の
活
性
化
の
た
め
に
、
私
た
ち
自
身
が

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。「
地
域
の
人
が
生
活
の
延
長
と
し
て
利

用
す
る
空
間
と
し
て
、
市
民
が
智
恵
や
資
金
を

出
し
合
い
、
地
域
を
考
え
る
。
高
齢
化
社
会
が

進
行
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
人
生
経
験
豊

か
な
高
齢
者
や
そ
の
孫
に
あ
た
る
子
ど
も
た
ち

が
参
画
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
未
来
に
向
か
い
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
、
住
民

参
画
の
必
要
性
と
地
域
づ
く
り
へ
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
提
示
す
る
。 

　
「
雨
水
は
丘
陵
地
帯
や
射
水
平
野
を
潤
し
、

川
か
ら
海
に
流
れ
る
。
射
水
市
の
魅
力
は
『
水
』

で
あ
り
、
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
『
海
』
で
あ
る
。

港
を
抱
え
る
市
の
ロ
マ
ン
は

”日
本
海
の
自

然
“、
”海
の
貴
婦
人
と
呼
ば
れ
る
海
王
丸
の
よ

う
な
美
し
さ
“、
そ
し
て

”北
前
船
の
時
代
か

ら
受
け
継
い
で
い
る
港
町
の
新
た
な
る
も
の
へ

の
挑
戦
魂
“
で
は
な
い
か
。
今
後
も
市
の
魅
力

を
活
か
し
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

力
を
注
い
で
い
き
た
い
」
と
、
雨
宮
さ
ん
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
想
い
は
果
て
し
な
く
広
が
る
。 

”市
民
の
智
恵
と
力
で
ま
ち
を
つ
く
る
“ 

　
　
　
　
大
橋
建
設
で
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ 

特集　大橋から広がる夢 

新湊みなとまちづくり戦略会議委員長 

雨宮　洋司さん 
　富山大学教育学部教授。専攻は国際
経済学、海運・港湾論。富山商船高等
専門学校教授時には、各機関と連携し
て「帆船海王丸」の誘致活動に取り組む。
射水市南太閤山在住。 

市
民
が
描
く
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　市政に対する住民の方々の意向を聞き、今後のまちづく

りや市政に反映させていくことを目的としたタウンミーテ

ィングが２月10日、旧大門町の二口地区で行われました。 

　会議には約70人の地区住民が出席し、地区の抱えている

問題や行政全般について質問が出され、分家市長や幹部職

員と活発な意見交換が行われました。 

　タウンミーティングは、市内全地区で開催する予定です。

追って連絡しますので、ぜひ参加してください。 

あなたの“声”を市政に 
－タウンミーティング－ 

　競技の種類を超えてスポーツ少年団員の親睦を深めること

を目的としたドッジボール交流大会が２月18日、小杉総合体

育センターで開かれました。 

　同大会には市内のスポーツ少年団21チーム、約400人の子

どもたちが参加。ボールの動きに集中し、コート内を縦横無

尽に走り回る子どもたちの姿に、応援に訪れた指導者や保護

者から声援が送られ、会場は熱気に包まれました。 

ボールの動きに一喜一憂 
－スポーツ少年団ドッジボール交流大会－ 

　万葉線を使い子どもたちが豆を投げて鬼退治をする「福よび電車

にのっていみずっ子万葉線鬼退治」が１月27日、新湊中部保育園と

金山保育園児40人が参加し行われました。 

　同企画は、万葉線株式会社が４年前から節分を前に毎年開催。射

水市新湊庁舎前駅で桃太郎に扮した分家市長と一緒に勝ちどきをあ

げた園児は人気のねこ電車にのって移動し、赤、青、黄の鬼が現れ

ると、元気に思いっきり豆を投げ鬼を退治しました。 

　その後、全員で歌やダンスを行い、楽しい一日を過ごしました。 

万葉線で鬼退治！ 
－福よび電車　いみずっ子万葉線鬼退治－ 

2006.3

きらめき・響きあい 
夢を育む　射水 
－射水市誕生記念式典－ 　公民館や社会教育施設での日頃の学習成果を紹介、発表する生

涯学習フェスティバルが２月４日、小杉文化ホールラポールで開

かれ多くの人で賑わいました。 

　フェスティバルには市内の全公立公民館にあたる27館ときら

めき館が参加。展示コーナーは、各公民館ごとのブースに分かれ、

絵画や陶芸、ちぎり絵など約800人の作品837

点が発表されました。また、ホールでは空手の

演舞や舞踊、民謡など約350人がステージ発表し、

観客は多彩な分野で繰り広げられるステージを

楽しみました。 

　来場者は、実り豊かで充実した学習の成果に

感心し、次年度の学びに向けて思いを新たにし

ていました。 

広げよう　深めよう　学びの輪 
－射水市生涯学習フェスティバル－ 

男子の部 
優　勝 
準優勝 
３　位 
３　位 

杉っ子ドッジファイターズ 
大江少年野球クラブ 
東明ボーイズ 
下村ファイヤーズ 

女子の部 
優　勝 
準優勝 
３　位 

小杉ジュニアバレーボールクラブ（３連覇） 
杉っ子ドッジガールズ 
大門ジュニアバドミントンクラブ 

大会結果大会結果 

　昨年11月１日に射水地区広域圏５市町村が合併し誕

生した、射水市の発足を祝う射水市誕生記念式典が２

月12日、小杉文化ホールラポールで開かれ、約700人

の市民が参加しました。 

　式典では国歌斉唱に続き、分家市長が「環日本海の

チャンピオン都市を目指し、９万５千市民と行政がし

っかりと手を携え、未来を見据えたまちづくりを着実に進めたい」

と式辞を述べ、射水市の誕生を祝うと共に市の更なる発展を誓いま

した。射水市の誕生に貢献された人に贈られる、市町村合併功労者

総務大臣表彰が、旧５市町村の首長と議会議長、射水圏政経懇話会、

㈳射水青年会議所の10個人、２団体に贈られました。 

　また、平安時代から受け継がれ、国指定重要無形民俗文化財に指

定されている下村加茂神社の稚児舞や世界を舞台に活躍されている

和田朝子舞踊研究所の創作舞踊、ソプラノ歌手として県内外で活躍

されている金川睦美さんが式典に花を添えました。式の最後には、

参加者全員で唱歌「故郷」が大合唱され、新しいふるさとの誕生を

祝いました。 

▲市町村合併功労者総務大臣表彰を受けられた方々 

▲下村加茂神社の稚児舞 

大会結果 

▲和田朝子創作舞踊研究所の創作舞踊 ▲ホールが一体となり唱歌「故郷」が大合唱される 
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行政相談 

 

 

 

 

人権相談 

 

 

 

心配ごと相談 
 

 

成年後見制度相談 

 

 

無料法律相談 
 

 

 

結婚相談 

住宅相談 

 

年金相談 

 

消費生活相談 
 

女性の心と生き方相談 

障害者巡回相談 
 

健康・介護相談 

物忘れ・在宅介護相談 

教育相談 

家庭児童・母子父子相談 

青少年育成相談 

子どもの悩み総合相談室 
 

 

 

子どもこころの相談室 

 

 

臨床心理士による 

　　　　　子育て相談 

認定心理士による子育て相談 

 

保健師による育児相談 

 

子育て講演会 

交通事故相談 

巡回交通事故相談 

相　　談　　名 3　月 4　月 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考 

一人で悩まず相談してみてはいかがですか！ 
時間と場所を確認し、ご相談ください。 困ったときには相談を… 
小杉社会福祉会館 

新湊福祉会館 

大門総合会館 

大島社会福祉センター 

福王寺（旧下村） 

小杉社会福祉会館 

新湊福祉会館 

大門総合会館 

大島社会福祉センター 

福王寺（旧下村） 

小杉社会福祉会館 

新湊福祉会館 

大門総合会館 

大島社会福祉センター 

新湊福祉会館 

小杉庁舎 
 

小杉社会福祉会館 
 

新湊福祉会館 
 

新湊福祉会館 

新湊福祉会館 

小杉庁舎 

新湊庁舎 

新湊商工会議所 

大島庁舎 
 

働く婦人の家 

小杉庁舎 

新湊庁舎 

新湊福祉会館 

小杉庁舎 

教育センター 

新湊庁舎 

少年育成センター 

小杉庁舎 
 

子どもの権利支援センター 

「ほっとスマイル」 
 

大島社会福祉センター 
 

小杉北部子育て支援センター 

小杉南部子育て支援センター 

大門子育て支援センター 

小杉北部子育て支援センター 

小杉南部子育て支援センター 

大島子育て支援センター 

大島子育て支援センター 

富山警察署分庁舎 

高岡総合庁舎 

 

 

 

 

旧心配ごと相談 

 

 

 

 

旧心配ごと相談 

 

 

 

 

 

要予約（先着順） 

☎57－1627 

要2週間前より予約 

☎55－2813 

 

 

 

 

 

 

 

先着順・予約優先 

☎52－7974（直通） 

 

要予約 

☎86－8522 

 

 

☎82－1678 

☎82－1953 

☎56－2148 

☎57－0100 
 

要予約　☎55－2799 

E-mail:kodomo-soudan@ 

city.imizu.toyama.jp 

要予約 

☎070－6252－5343 

 

＊子育て支援センター 

　開所時間中は、随時 

　保育士による子育て 

　相談を受け付けてい 

　ます。 

 

☎076－444－4400 

☎21－9411

毎週月曜日（祝日除く） 

毎週水曜日（祝日除く） 

毎週水曜日（祝日除く） 

毎週火曜日（祝日除く） 

毎週水曜日（祝日除く） 

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と 
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13:30～16:00 

 

13:00～16:00 
 

 

 

 

13:00～16:00 

 

 

 

13:00～16:00 
 

 

14:00～16:00 

13:30～16:00 

（４月以降13:00～15:30） 

13:00～15:30 
 

13:00～16:00 
 

19:00～21:00 

10:00～15:00 

 

10:00～15:00 

 

9:00～16:00 
 

14:00～16:00 

13:30～15:00 
 

13:00～16:00 

13:00～15:00 

13:00～17:00 

9:00～17:00 

8:30～17:00 

13:00～17:00 
 

14:00～17:00 

14:00～18:00 

14:00～17:00 

9:00～11:00 

14:00～16:00 

9:30～11:30 
 

10:30～11:30 

9:30～11:30 
 

10:40～11:30 

10:40～11:30 

13:00～15:00 

10:00～15:00

６日 

８日 

15日 

28日 

６日 

13日 

８日 

15日 

28日 

６日 

 

 

 

 

22日 

23日 
 

10日 
 

15日 
 

 

19日 

９日 

17日 

３日 

 

 

３日・17日 

22日 

16日 

９日 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日・15日 
 

３日・31日 

10日・24日 

 

８日・22日 

１日・15日 

８日 

 

３日・17日 

９日 

３日 

12日 

19日 

25日 

３日 

５日 

12日 

19日 

25日 

３日 

 

 

 

 

26日 

27日 
 

14日 

 

19日 
 

 

16日 

13日 

21日 

７日 

 

 

７日・21日 

26日 

20日 

13日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７日・21日 

14日・28日 

27日 

19日 

５日 

12日 

14日 

７日・21日 

13日 

2006.3

要前日予約 
（8:30～受付　定員６人） 
☎82－8451

４月より 
児童福祉制度が 

変わります。 

毎週火・金曜日 

（祝日の場合は前日） 

 

月・水・金曜日 

月曜日～金曜日 

月曜日～金曜日 

月曜日～金曜日 

（祝日除く） 

第１・２・４月曜日 

第３・５月曜日 

第１・２・４水曜日 

　毎週水曜日の午後、運動教室講師の野村恭子先生の声に合わせ、
楽しみながら介護予防にとりくむ皆さんがいらっしゃいます。 
　年齢に関係なく、身体を動かすことは筋肉や骨を丈夫にし、活
動的な毎日をおくることにつながります。 
　年をとって「動くのがおっくう」「足腰が弱るのは当たり前」「今
更運動なんて」「運動して転んだらたいへん」などと思っている
方は、少し気持ちを切り換えてみましょう。 
　活動的な高齢者を目指し、会場に足を運んで見ませんか。 

問合せ先 

◜射水市本町3－12－28 
　カモン新湊ショッピングセンター内　２階 
　高齢者交流サロン 
　☎84－4077 

◜長寿介護課（新湊庁舎） 
　☎82－1952

　あそびの奨励と相互のふれあいを通じて児童の健全育成を図
るため、１月14日（土）に百人一首大会（新湊支部）、１月29日（日）
に綱引き大会（小杉支部）及びオセロ将棋大会（大門支部）が各地
区で開催され熱戦が展開されました。 

●ひとり親家庭等医療費助成制度 
　４月１日から新たに所得制限を導入し
ます。 
　所得制限額は児童扶養手当の一部支給
限度額が適用されます。 
　なお、この所得制限によって助成の資
格が無くなる家庭の未就学児については
乳幼児医療費助成制度を受けることがで
きますが、新たな手続きが必要になります。
（該当する家庭には別途ご案内します）
皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
 
●ひとり親家庭等福祉年金制度 
　４月１日から新設されます。（旧射水郡
にお住まいの方は現行の制度が変更とな
ります。） 
【制度内容】 
　対象資格 
　ひとり親家庭（母子・父子・養育者世帯） 
　支給額 
　児童一人当たり　月額2,000円 
　支給期間 
　児童が18歳に到達する年度末 
　所得制限 
　児童扶養手当の一部支給限度額適用 
なお、現在受給中の方も新たな申請が
必要となります。 
■受付開始日　４月３日 
 
●不妊治療費助成制度 
　４月１日から旧５市町村の不妊治療費
助成制度が射水市として統一されます。 
【制度内容】 
　対象資格 
射水市に住所を有し、１年以上居住し
ていること 
　助成金額 
　１夫婦　１年間30万円 
　対象診療 
　不妊治療にかかるすべての費用 
なお、この助成を希望する方は診療前
に申請書を提出する必要があります。
事前の申請がなく診療後に助成金を請
求された場合、助成できないことがあ
りますのでご注意ください。 
 
◆問合せ先◆ 
　児童家庭課（新湊庁舎） 
　☎82―1953

勢いよく＆元気に。新春あそび満喫！ 勢いよく＆元気に。新春あそび満喫！ 

４月より 
児童福祉制度が 

変わります。 

市児童クラブ　百人一首・綱引き・オセロ将棋大会 

成績結果は、次のとおりです。 

●小学校・低学年の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 
●小学校・高学年の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 

 
中野愛都季さん 
中田　侑希さん 
中田菜都音さん 
 
後谷　浩輔さん 
渡辺　太輝さん 
梶　奈々珠さん 

 

放生津小３年 

放生津小３年 

放生津小２年 

 

新湊小６年 

東明小４年 

放生津小５年 

【百人一首大会】（新湊支部） 

●男子の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 
●女子の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 

 
戸破チーム 
三ケチーム 
橋下条、黒河チーム 
 
歌の森チーム 
三ケチーム 
戸破、橋下条チーム 

【綱引き大会】（小杉支部） 

●小学校・低学年の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 
 
●小学校・高学年の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 

■オセロ 
 
向　　亮恒さん 
橋本　奈央さん 
松原将ノ介さん 
田中　伶弥さん 
 
川井　美里さん 
杉本　晴香さん 
麻田　健斗さん 
齋藤　俊弥さん 

 

浅井小３年 

大門小２年 

大門小２年 

大門小２年 

 

大門小６年 

浅井小６年 

大門小５年 

大島小５年 

●小学校・低学年の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 
 
●小学校・高学年の部 
　優勝 
　次勝 
　三位 

■将　棋 
 
柳沢　　諒さん 
窪田　将哉さん 
越前　雄生さん 
浦上ちひろさん 
 
伊東　成宣さん 
中村　一統さん 
森田　大翔さん 
田中　優至さん 

 

浅井小２年 

大島小２年 

大門小２年 

塚原小２年 

 

太閤山小４年 

大門小４年 

大門小６年 

大門小５年 

【オセロ将棋大会】（大門支部） 

仲間と楽しく　筋力アップ仲間と楽しく　筋力アップ



1415

健康相談 

３か月児健診 

１歳６か月児健診 

３歳６か月児健診（歯ピカ教室３歳６か月児） 

歯ピカ教室（1歳6か月児） 

歯ピカ教室（２歳児） 

歯ピカ教室（２歳６か月児・３歳児） 

すくすく赤ちゃん教室 

もぐもぐ教室（中・後期） 

育児・母乳相談 

健康相談 

成人 

 

 

 

 

母子 

項　　　　　　　目 対　　　象　　　者 実　施　日 

＊「すくすく赤ちゃん教室」の申込みは新湊保健センターまで　（先着20組で締切） 

会　　　　場 受 付 時 間 

新湊保健センター （対象：新湊地区） TEL82－8416　FAX82－8419

相談 

 

健診 

 

 

 

教室 

 

 

相談 

希望者 

Ｈ17年12月生 

Ｈ16年９月生 

Ｈ14年９月生 

Ｈ16年８月生 

Ｈ16年２月生 

Ｈ15年８月生・H15年２月生 

６か月～１歳未満児（要予約） 

Ｈ17年８・９月生 

乳幼児 

希望者 

月～金曜日 

　4 月 5 日（水） 

　4 月 7 日（金） 

　3 月14日（火） 

　3 月23日（木） 

　3 月16日（木） 

　3 月17日（金） 

　3 月16日（木） 

　3 月24日（金） 

　3 月22日（水） 

月～金曜日 

新湊保健センター 

射水市民病院 

新湊保健センター 

新湊保健センター 

新湊農村環境改善センター 

新湊農村環境改善センター 

新湊農村環境改善センター 

新湊農村環境改善センター 

新湊保健センター 

新湊保健センター 

新湊保健センター 

　9:00～17:00 

13:00～13:20 

13:00～13:20 

13:00～13:20 

13:00～13:20 

13:00～13:20 

13:00～13:20 

　9:45～10:00 

13:00～13:20 

13:00～13:20 

　9:00～17:00
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健康相談 
 

 

３～４か月児健診 

２歳児歯科検診 

３歳６か月児健診 

むし歯ゼロ教室Ａ 

むし歯ゼロ教室Ｂ 

パパの育児教室 

のびのび相談 

BCG予防接種 

 

成人 

 

 

 

 

 

母子 

項　　　　　　　目 対　　　象　　　者 実　施　日 会　　　　場 受 付 時 間 

 

相談 
 

 

 

健診 

 

 

教室 

 

相談 

予防接種 

池多地区 

橋下条地区 

三ヶ地区 

戸破地区 

Ｈ17年12月生 

Ｈ16年３月生 

Ｈ14年９月生 

Ｈ15年３月生の予約者 

Ｈ15年９月生の予約者 

生後６か月児～１歳児を持つ父母（要予約） 

生後９か月児と希望者 

Ｈ17年10・11月生 

　3 月 8 日（水） 

　3 月 9 日（木） 

　3 月14日（火） 

　3 月17日（金） 

　4 月 6 日（木） 

　3 月16日（木） 

　3 月22日（水） 

　3 月15日（水） 

　3 月16日（木） 

　3 月26日（日） 

　3 月29日（水） 

　3 月10日（金） 

池多公民館 

橋下条公民館 

三ヶ公民館 

戸破公民館 

小杉保健センター 

小杉保健センター 

小杉保健センター 

小杉保健センター 

小杉保健センター 

小杉保健センター 

小杉保健センター 

小杉保健センター 

 

　9:30～11:00 
 

 

13:00～13:20 

　9:45～10:00 

13:00～13:15 

　9:30～　9:45 

　9:30～　9:45 

　9:15～　9:30 

　9:30～10:00 

13:30～14:30 

 

リハビリ教室 

健康体操教室 
 

３歳６か月児健診 

赤ちゃん教室 

にこにこ相談 

ぴよぴよ相談 

 

成人 

 

 

母子 

項　　　　　　　目 対　　　象　　　者 実　施　日 会　　　　場 受 付 時 間 

 

教室 

 

健診 

教室 

相談 

教室生 

教室生 
 

H14年８・９月生 

４～８か月児 

妊産婦・９か月以降の児 

妊産婦・０～８か月児 

　3 月16日（木） 

　3 月 7 日（火） 

　3 月28日（火） 

　3 月 7 日（火） 

　3 月17日（金） 

　3 月13日（月） 

　3 月17日（金） 

大門保健センター 

大門保健センター 
 

大門保健センター 

大門保健センター 

大門保健センター 

大門保健センター 

13:00～13:30 

　9:50～10:00 
 

13:00～13:20 

　9:50～10:00 

　9:30～11:00 

　9:30～11:00

 

健康相談 

 

リハビリ教室 
 

１歳６か月児健診 

妊婦相談・育児相談 

 

 

成人 

 

 

母子 

項　　　　　　　目 対　　　象　　　者 実　施　日 会　　　　場 受 付 時 間 

 

相談 

 

教室 
 

健診 

相談 

 

一般（希望者） 

 

教室生 
 

H16年７・８月生 

妊産婦・乳幼児をお持ちの方 

　3 月 7 日（火） 

　3 月14日（火） 

　3 月28日（火） 

　3 月 7 日（火） 

　3 月14日（火） 

　3 月10日（金） 

　3 月 9 日（木） 

 

大島保健センター 

 

大島社会福祉センター 
 

大島保健センター 

大島保健センター 

 

10:00～12:00 

 

13:15～13:30 
 

13:00～13:20 

13:30～15:30

男性のヘルシー講座 

あやめ交流会 

フッ素塗布虫歯予防教室 

ほほえみ相談 

育児相談 

BCG予防接種 

成人 
 

 

母子 

項　　　　　　　目 対　　　象　　　者 実　施　日 会　　　　場 受 付 時 間 

教室 
 

教室 

相談 
 

予防接種 

受講生 

教室生 

個人通知 

幼児 

乳児 

H17年10月18日～H17年11月30日生 

　3 月 1 日（水） 

　3 月22日（水） 

　3 月 9 日（木） 

　3 月 2 日（木）  

　3 月23日（木）  

　3 月15日（水） 

下村保健センター 

下村保健センター 

下村保健センター 

下村交流センター 

下村保健センター 

下村保健センター 

　9:00～　9:30 

　9:30～　9:45 

　9:00～　9:15 

10:20～11:50 

10:00～11:00 

13:15～13:30

2006.3

保健だより 
・H18年３月31日までは、平成17年度健康カレンダ－や保健だよりをご覧に 
　なり、旧市町村の保健事業にご参加ください。 
・乳幼児健診・予防接種は、個人通知をしませんので、毎月の広報「いみず」 
　を見て会場へお越しください。 

保健だより 
H18年3月 

問合せ先　・各保健センタ－ 
　　　　　・健康推進課　TEL82－1954　FAX82－3175

乳幼児の予防接種について 
平成18年３月31日までは、旧市町村が指定する 
医療機関で接種してください。 

大島保健センター （対象：大島地区） TEL52－7970　FAX52－5595

（診療時間　午前９時～午後５時） 休日在宅当番医・歯科医 

献血にご協力を！ 

～乳幼児予防接種のお知らせ～ 
◆麻しん、風しん予防接種の受け方が変わります！ 
　予防接種法の改正により、平成18年４月１日から麻しん、風しん予防接

種の接種年齢が90か月未満から24か月未満に引き下げられ、麻しん・風し

ん混合ワクチン（ＭＲ）を２回接種する方法に変わります。 

　生後12か月～90か月未満の方（特に平成18年４月以降24か月を過ぎる方）

で、麻しん、風しん予防接種をまだお済みでない方は、３月31日までに接種しましょう。 

 

◆射水市予防接種券を発行します！ 
　４月から予防接種の受け方及び予防接種券が変わります。 

◜平成12年４月生～平成17年６月生の方には、３月末に射水市予防接種券を郵送します。 

◜平成10年10月生～平成12年３月生の方で、まだ接種していない予防接種がある方は、射水市予防接種

券を発行しますので、各保健センターまで申し出ください。 

◜平成17年11月以降、３～４か月児健診を受けられた方は、現在お持ちの予防接種券をそのまま使用で

きます。 

 

３月１日（水）～７日（火）は、「子ども予防接種週間」です。 
～この機会に母子健康手帳を確認し、望ましい時期に予防接種を受けましょう～ 

～乳幼児予防接種のお知らせ～ ～乳幼児予防接種のお知らせ～ 

月　日 電　話 

羽岡医院(本町(新湊））（内） 

渡辺内科クリニック(二口(大門））（内） 

太閤山歯科（太閤山（小杉）） 

古野医院(八幡町(新湊））(外） 

藤田クリニック（二口（大門）） 

織田歯科医院（草岡町（新湊）） 

姫野病院(放生津(新湊））(内） 

大島くるみ病院（大島北野（大島））（内） 

わかば歯科クリニック（高岡市） 

84－8200 

52－6030 

57－0758 

82－3964 

52－3515 

86－3754 

84－0055 

52－2580 

26－8148

3月21日 

（祝） 

  

3月26日 

（日） 

  

4月2日 

（日） 

医　　院　・　病　　院 月　日 電　話 

越野医院（本町（新湊））（内） 

パスコこどもクリニック（中太閤山（小杉））（小） 

近藤歯科クリニック（高岡市） 

越野医院（立町（新湊））（内） 

柳下整形外科医院（小島(大島））(整） 

しん川歯科医院(氷見市） 

万葉クリニック(七美(新湊））（内） 

松本医院(三ヶ（小杉））（内小） 

わたなべ歯科医院（高岡市） 

82－2600 

56－7087 

21－7778 

82－2855 

52－4600 

74－1919 

86－8787 

55－0057 

25－7500

3月5日 

（日） 

  

3月12日 

（日） 

  

3月19日 

（日） 

医　　院　・　病　　院 

全血（200㎖、400㎖）献血を行います。 
市民の皆さんのご協力をお願いします。 

日時及び場所 
　３月15日（水）　午前９時～午後４時　射水市新湊庁舎前 
問合せ先　新湊ライオンズクラブ　☎84－5625

月 

火 

水 

木 

金 

土・日 

早朝高血圧 

外反母趾 

高熱の出る病気 

妊娠中の口の中の変化と歯科治療 

長く続く舌の痛みについて 

上半身の病気に効果がある星状神経節ブロック 

●保険医協会の健康テレホンサービス● 
3月のテーマ　☎076－442－0003

小杉保健センター （対象：小杉地区） TEL56－3007　FAX56－3008

大門保健センター （対象：大門地区） TEL52－7070　FAX52－7071

下村保健センター （対象：下地区） TEL59－8021　FAX59－8022
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エコ・ネット
いみず

エコ・ネット
いみず

エコ・ネット
いみず

　スキー板、ストック、スキー靴
は「燃えないごみ」として出せます。 
ただしスキー板で２メートルを超
えるものは収集できません。直接
クリーンピアに持ち込みいただけ
れば、有料で引き取ります。 
（10kgあたり160円） 
　できるだけ知り合いに譲るなど
再利用に心がけてください。 

　社会福祉法人「喜寿会」が、日本財団の補助を受け、
現在、久々湊地内（新湊総合体育館の東側隣接地）で
建設を進めている通所介護施設「くなとデイサービス
センター」が４月に完成し、５月にオープンします。 

ごみの分別大辞典④ 

「スキー板、ストック、スキー靴」 

　資源回収対象品（新聞、雑誌、
ダンボール、牛乳パック、アルミ缶、
古布（綿製品））を集めていただけ
る団体は各地区行政センターまで
登録申請書を提出ください。 
　登録できる団体は、自治会・町
内会、婦人会、児童クラブ、ＰＴ
Ａなど営利を目的としない市内の
公共的団体になります。 
　詳しくは環境課環境政策係（大
島庁舎）まで問い合わせください。 
☎52－7967

「エコクッキング」 

　毎日のお料理にも、ちょっとした工夫でできる事がたくさんあり
ます。今回はそんなエコクッキングの一例を紹介したいと思います。 
 
●フライパンなどの油汚れは拭いてから洗う！ 
　食器やフライパン、鍋などについた汚れはなかなか落ちません
よね。でも不用になった衣類や紙、ゴムベラなどで汚れを取り除
いてから洗えば、水も洗剤も少なくて済みます。 
 
●米のとぎ汁も再利用 
　米のとぎ汁はそのまま捨てずに、食器
洗いや植木鉢の水やりに利用しましょう。 
 
●洗剤は薄めて使う！ 
　洗剤を水で薄めても、汚れの落ち具合
は変わりません。さらに泡立ちがよくなり、
洗剤を使う量も減らすことができます。 
 
●りんごの皮の驚く力！ 
　アルミ鍋に、りんごの皮を入れ水を加えて煮立てると、鍋の黒
ずみがとれますよ。 
 
●レモンも再利用！ 
　蛇口の回りについた黒カビもレモンの切れはしでこするときれ
いになり、除菌効果もあります。捨てる前に、再利用しましょう。 
 
●たまにはワンプレート料理もどうですか？ 
　ひとつの大きなお皿に料理を盛れば、洗う皿の数も減って環境
にもやさしいですよ。 

美しい地球を　きれいなまちを 
環境について考える 

今月のテーマ 

資源回収団体の 

登録について 

資源回収団体の 

登録について 

お知ら
せ 

エコ川柳募集中 

　環境ホームページ「エコライフ・いみず」ではエコ川柳（五・七・
五）を募集しています。気軽に応募してください。 
 
テーマ：環境や自然に関するもの 
【過去の作品】 
「資源ごみ　我が家のだんなは　不回収」

「エコだよと　食卓飾る　残り物」
 
締め切り　３月31日（金） 
パソコンからの応募 
　必要事項を記入の上、ホームページから応募してください。 
ハガキでの応募 
メールアドレスがない方はハガキで応募できます。下記のあて先
まで必要事項を記入のうえ送付願います。 
 
　〒939-0292　射水市小島703番地　射水市環境課 
　「エコ川柳」係まで 
詳しくは環境ホームページ「エコライフ・いみず」をご覧ください。 
　http://www2.city.imizu.toyama.jp/eco/

施
設
の
特
徴 

　
「
く
な
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
は
、
日
常
生
活
の
介
護
を

要
す
る
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
身

体
障
害
者
（
児
）
の
方
も
利
用
で

き
る
複
合
型
施
設
で
す
。 

　
田
園
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境

の
も
と
で
、
季
節
感
に
富
ん
だ
行

事
や
花
見
、
も
み
じ
狩
り
な
ど
の

バ
ス
ハ
イ
ク
、
地
域
と
の
交
流
や

お
祭
り
見
物
、
苑
外
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

お
や
つ
作
り
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
自
然
に
親

し
む
家
庭
菜
園
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
日

常
生
活
を
明
る
く
、
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
、
個
々
の
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か

な
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
利
用
者
の
ご
家
族
や
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し
た

在
宅
介
護
支
援
教
室
の
開
催
も
予

定
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
ご
見

学
く
だ
さ
い
。 

 

利
用
料
金
（
利
用
者
負
担
額
） 

通
所
介
護
費 

　
●
基
本
単
価 

　
　
要
介
護
１ 

６
７
７
円
／
回 

　
　
要
介
護
２ 

７
８
９
円
／
回 

　
　
要
介
護
３ 

９
０
１
円
／
回 

　
　
要
介
護
４ １

、
０
１
３
円
／
回 

　
　
要
介
護
５ １

、
１
２
５
円
／
回 

　
●
各
種
加
算 

　
基
本
単
価
の
ほ
か
、
栄
養
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
加
算
、
口
腔
機

能
向
上
加
算
、
入
浴
加
算
な
ど

が
加
わ
り
ま
す
。 

 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス 

　
●
共
通
的
サ
ー
ビ
ス 

　
　
要
支
援
１ ２

、
２
２
６
円
／
月 

　
　
要
支
援
２ ４

、
３
５
３
円
／
月 

　
●
選
択
的
サ
ー
ビ
ス 

　
共
通
的
サ
ー
ビ
ス
料
の
ほ
か
、

運
動
機
能
向
上
加
算
、
栄
養
改

善
加
算
、
口
腔
機
能
向
上
加
算

な
ど
が
加
わ
り
ま
す
。 

  

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
は
？ 

 

　
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
や

食
事
の
提
供
、
入
浴
、
趣
味
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

送
迎
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
通
し
て
、
利
用
者
の

社
会
交
流
を
促
進
し
、
生
き

が
い
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
援

助
す
る
施
設
で
す
。 

職
員
募
集 

　
社
会
福
祉
法
人
「
喜
寿
会
」

で
は
、
職
員
（
パ
ー
ト
も
可
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

募
集
人
員
・
資
格 

　
◜
看
護
師
　
　
　
２
人 

年
齢
不
問
、
准
看
護
師
可 

　
◜
介
護
職
　
　
若
干
名 

年
齢
不
問
、
ヘ
ル
パ
ー
資

格
２
級
以
上 

給
与 年

齢
や
経
験
等
に
よ
り
面
談

の
う
え
決
定 

応
募
期
間 

随
時
受
付 

選
考
方
法 

面
接 

勤
務
場
所 

次
の
い
ず
れ
か
の
施
設
で
勤

務 ◜
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
七

美
こ
と
ぶ
き
苑 

◜
七
美
こ
と
ぶ
き
苑
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

◜
く
な
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー 

申
込
・
問
合
せ
先 

　
七
美
こ
と
ぶ
き
苑
事
務
所 

　
☎
86 
｜
２
５
０
０ 

“くなとデイサービスセンター”オープン 

施設概要 
　所　在　地　　射水市久々湊448番地 
　敷 地 面 積　　3,200㎡ 
　鉄骨造平屋建　　574㎡

通所人員　　　　　30名 

利用申込・問合せ先 

　七美ことぶき苑デイサービスセンター 
　射水市七美891番地　☎86－4173

食堂、静養室、浴室、機能訓練スペース、 
地域交流スペース、喫茶コーナー、相談室 

５月
 
“くなとデイサービスセンター”オープン 

射水市新湊● 
総合体育館 

至小杉I.C

至富山新港 新
港
の
森 

472

415

奈古の江 
西公園 

くなとデイサービスセンター 
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異
文
化
交
流
会
で
本
場
の
水
餃
子
に
挑
戦 

大
門
公
民
館 

　
大
門
公
民
館
は
、
大
門
総
合

会
館
の
４
階
に
あ
り
、
同
館
の

調
理
室
を
利
用
し
た
活
動
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
８

月
に
「
異
文
化
交
流
会
」、
12

月
に
は
「
親
子
料
理
教
室
」
を

行
い
ま
し
た
。 

　
異
文
化
交
流
会
に
は
30
人

が
参
加
し
、
中
国
人
講
師
に
よ

る
本
場
の
水
餃
子
づ
く
り
に
挑

戦
し
、
大
好
評
で
し
た
。 

　
作
り
方
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、

み
じ
ん
切
り
に
し
た
白
菜
、
ニ

ラ
は
水
気
を
よ
く
取
っ
て
お
き
、

豚
ひ
き
肉
、
海
老
、
し
ょ
う
が

と
よ
く
混
ぜ
る
。
こ
れ
を
ご
ま

油
で
香
り
づ
け
し
て
か
ら
皮
で

包
み
、
た
っ
ぷ
り
沸
か
し
た
お

湯
に
入
れ
、
浮
か
ん
で
き
た
ら

食
べ
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。
し
ょ

う
油
、
ラ
ー
油
な
ど
を
入
れ
た

器
に
、
お
湯
ご
と
水
餃
子
を
移

し
て
い
た
だ
く
。
こ
の
ス
ー
プ

が
ま
た
、
身
体
が
温
ま
っ
て
と

て
も
美
味
し
い
。 

　
夏
場
に
消
耗
し
た
ス
タ
ミ
ナ

の
回
復
と
い
う
ね
ら
い
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
健
康
の
大
切
さ
、

特
に
食
生
活
の
大
切
さ
を
、
体

感
で
き
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

美
味
し
く
、
楽
し
く
、
ゆ
っ
た

り
と
、
季
節
の
移
ろ
い
を
肌
で

感
じ
た
一
日
で
し
た
。 

　
公
民
館
活
動
は
、
各
種
団
体

と
連
携
し
て
、
地
区
の
中
に
推

進
活
動
を
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
来
年
度
は
「
男
性

料
理
教
室
」
の
開
催
を
目
指
し

「
食
の
大
切
さ
」
を
押
し
広
め

て
生
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
「
好
き
な
人
い
ま
す
か
」「
彼

女
い
ま
す
か
」
私
は
よ
く
こ
ん
な

質
問
を
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
学

校
を
訪
問
し
た
時
、
子
ど
も
は
こ

の
こ
と
を
良
く
聞
き
ま
す
が
、
面

白
い
こ
と
に
学
校
の
先
生
な
ど
の

大
人
の
方
に
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

他
の
外
国
人
の
友
達
も
同
じ
経
験

が
あ
る
と
聞
き
、
私
は
「
あ
あ
、

や
っ
ぱ
り
日
本
人
は
私
た
ち
の
ラ

ブ
ラ
イ
フ
の
こ
と
に
興
味
が
あ
る

ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ロ
マ
ン
ス
」

で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
バ
レ

ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
！ 

　
皆
さ
ん
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・

デ
ー
と
い
う
と
、
温
か
く
て
、
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

で
し
ょ
う
。
私
も
そ
う
で
す
が
、

実
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
の
歴

史
は
皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
と
ち
ょ

っ
と
違
い
ま
す
。
３
世
紀
、
ロ
ー

マ
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
い
う
聖
職

者
が
い
ま
し
た
。
そ
の
時
代
の
ク

ラ
ウ
デ
ィ
ア
ス
皇
帝
は
、
若
い
男

性
を
軍
隊
に
入
れ
る
た
め
結
婚
す

る
こ
と
を
不
法
に
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
聖
職
者
は

皇
帝
に
反
し
、
多
く
の
若
い
男
性

を
密
か
に
結
婚
さ
せ
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
ス
皇

帝
は
こ
の
こ
と
を
知
り
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
聖
職
者
を
死
刑
に
し
ま
し
た
。

死
刑
前
、
大
勢
の
人
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
聖
職
者
の
独
房
に
行
き
、「
本

当
に
あ
り
が
と
う
」「
あ
な
た
の

お
か
げ
で
愛
を
ま
た
信
じ
ら
れ
る
。

絶
対
に
忘
れ
な
い
」
な
ど
と
言
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
仲
良
し
だ
っ

た
独
房
の
看
守
の
娘
に
バ
レ
ン
タ

イ
ン
聖
職
者
は
「L

o
ve
 
y
o
u
r 

V
a
le
n
tin
e

」
と
書
い
た
メ
モ
を

渡
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
６
９
年

２
月
14
日
の
出
来
事
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
２
月
14
日
に

好
き
な
人
に
対
し
て
「B

e 
m
y 

V
alentine

」（
私
の
恋
人
に
な
っ
て
）

と
言
い
ま
す
。 

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
レ
ン
タ

イ
ン
・
デ
ー
で
は
男
性
も
女
性
も
、

好
き
な
人
に
告
白
し
て
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
あ
げ
ま
す
。
例
え
ば
、
指

輪
や
宝
石
類
、
ハ
ー
ト
形
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
テ

デ
ィ
ー
ベ
ア
な
ど
で
す
。
中
で
も

一
般
的
な
贈
り
物
は
赤
い
バ
ラ
で
す
。

そ
し
て
、
好
き
な
人
が
贈
り
物
を

受
け
取
っ
て
く
れ
た
ら
、
男
性
は

夕
食
を
ご
ち
そ
う
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
日
に
「
結
婚
し
て
く
れ
ま
せ

ん
か
」
と
聞
く
人
が
多
く
、
新
し

い
婚
約
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

大
昔
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
聖
職
者
の

お
か
げ
で
、
現
在
世
界
中
の
恋
人

は
２
月
14
日
に
愛
と
ロ
マ
ン
ス
を

祝
い
ま
す
。 

　
次
回
も
、
愛
を
テ
ー
マ
に
し

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
デ
ー
ト
の

習
慣
」
な
ど
に
つ
い
て
書
こ
う
と

思
い
ま
す
！ 

視野を広げ　心豊かに Broadening Horizons

CIR＝国際交流員 

アンドリュー・マカスキル

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

新
刊
図
書
案
内 

 

〜
お
近
く
の
図
書
館
に 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜 

 

《
一
般
図
書
》 

50
歳
力 

木
村
　
政
雄 

ト
リ
ノ
か
ら
バ
ロ
ー
ロ
の
丘
へ 

 

千
厩
と
も
ゑ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
失
敗
学 

 

村
上
　
建
夫 

デ
ー
タ
か
ら
見
る
人
生
の
値
段 

 

お
金
の
ナ
ゾ
調
査
隊 

戦
艦
大
和
激
闘
の
軌
跡 

 

新
人
物
往
来
社 

脳
の
栄
養
失
調 

高
田
　
明
和 

絵
の
教
室 

安
野
　
光
雅 

は
じ
め
て
の
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル 

 

池
田
書
店 

雛
を
包
む 

青
木
　
　
玉 

ガ
ー
ル 

奥
田
　
英
朗 

砂
漠
の
薔
薇 

新
堂
　
冬
樹 

ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組 

 

那
須
　
正
幹 

か
も
め
食
堂 

群
　
よ
う
こ 

レ
ン
タ
ル
・
チ
ル
ド
レ
ン 

 

山
田
　
悠
介 

 

《
郷
土
資
料
》 

越
中
万
葉
地
名
雑
考 

 

清
田
　
秀
博 

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

2006.3

素
敵
な
笑
顔
が
は
じ
け
て 

　
　
　
　
仲
間
の
輪
が
広
が
り
ま
す
　 

　
大
門
地
区
を
中
心
に
、
い
つ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
だ

い
も
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
昨
年
３

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
、

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

”健
康
づ

く
り
“
”仲
間
づ
く
り
“
”地
域
づ
く
り
“
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
や
、
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
他
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
野
外
活
動
な
ど

全
27
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
会

員
数
は
、
一
般
、
シ
ニ
ア
を
中
心
に
二

百
人
あ
ま
り
と
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
体
を
動
か
し
、
仲
間
と
語
り
合

う
こ
と
で
、
素
敵
な
笑
顔
が
は
じ
け
て

仲
間
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
が
、
来

年
度
の
事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
健

康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の
ク
ラ
ブ
で
、

課
題
も
多
い
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
で

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
多
く

の
方
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
一
度
、
ク
ラ
ブ
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
大
門
総
合
体
育
館
へ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。 

 

お
と
な
も
、
こ
ど
も
も 

お
も
し
ろ
く 

　
　
た
の
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い 

し
た
い
こ
と 

　
　
し
た
い
と
き
、
し
た
い
だ
け 

ま
ん
ぞ
く
で
き
る 

 「
お
お
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

」 

を
目
指
し
て
！ 

　
お
お
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
２

月
19
日
に
設
立
総
会
・
設
立
記
念
式
典

を
行
い
、
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
、
本
格
的
な
事
業
運
営
が
始
ま

り
ま
す
。 

　
今
ま
で
の
準
備
期
間
に
行
っ
て
き
た

教
室
に
加
え
て
、
新
し
い
教
室
や
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
お
な

じ
み
の
、
ち
び
っ
こ
体
操
教
室
・
チ
ャ

イ
ル
ド
教
室
、
大
島
初
登
場
の
ヨ
ガ
教

室
に
も
注
目
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
教
室

も
回
数
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
た
。 

　
４
月
よ
り
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
し

い
時
間
を
す
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
事
務
局
は
、
大
島
体
育
館
内
に
あ
り

ま
す
。
ク
ラ
ブ
や
教
室
に
関
す
る
こ
と

は
何
で
も
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

スポーツを  
楽しもう  
スポーツを  
楽しもう  

平日は夜８時まで 

○数字 休館日（全館） 

３月の図書館カレンダー 

中央館の休館日 
地域館の休館日 

バレンタイン・デー バレンタイン・デー 

5

12

19

26

日 月 

7

14

21

28

火 

1

8

15

22

29

水 

2

9

16

23

30

木 

3

10

17

24

31

金 

4

11

18

25

土 

6

13

20

27

だいもんスポーツクラブ 
TEL 52－4655

おおしまスポーツクラブ 
TEL 52－7719

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ 

　
３
月
５
日

か
ら 

　
　
　
　
10
日

ま
で 

　
下
村
図
書
館
は
右
記
の
期

間
休
館
い
た
し
ま
す
。 

　
中
央
図
書
館
は
３
日

よ

り
開
館
い
た
し
ま
す
。 

「
し
お
り
の
会
」
総
会 

日
時
　
３
月
９
日

 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
よ
り 

会
場
　
中
央
図
書
館 

　
　
　
２
階
研
修
室 

※
総
会
後
に
参
加
型
交
流
会
を
行

い
ま
す
。 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
経
田
博
子
先
生 

　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
集
い
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。 
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い
み
ず
の
人
　な
か
ま 

地
元
言
葉
の
温
か
さ
を
伝
え
る ※

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
　
☎
57 
｜
１
６
２
１ 

関
沢
美
保
子
さ
ん 

い
ず
み
グ
ル
ー
プ 

明
石
真
砂
子
さ
ん 

Vol .4

　
「
す
て
ん
ぽ
」「
と
な
わ
」
な

ど
の
方
言
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
「
す
て
ん
ぽ
」
は
無
鉄
砲
、

「
と
な
わ
」
は
と
う
も
ろ
こ
し
の

意
味
。
こ
の
よ
う
な
新
湊
地
区
に

伝
わ
る
方
言
を
ま
と
め
た
本
が
昨

年
の
10
月
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
い
ず
み
グ
ル
ー
プ
」
の
２
人

に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
。
２
３
０

ペ
ー
ジ
に
綴
ら
れ
た
本
に
は
、
地

元
に
伝
わ
る
民
謡
や
遊
び
歌
な
ど

も
紹
介
さ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
あ
る
。 

　
本
の
タ
イ
ト
ル
は
「
あ
の
に
ゃ
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。「
人
に
会
っ

た
時
、
挨
拶
の
後
『
あ
の
に

ゃ
・
・
・
』
と
、
地
元
の
人
は
会

話
を
す
る
。
と
っ
て
も
親
し
ま
れ

て
い
る
、
耳
障
り
の
い
い
方
言
」
と
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
理
由
を
話
す
。
ま
た
、

表
紙
に
は
、
市
民
の
足
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
万
葉
線
の
「
ね
こ

電
車
」
が
描
か
れ
て
い
る
。「
あ

の
に
ゃ
の
『
に
ゃ
』
と
猫
を
か
け
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
出
し
ま
し
た
」
と
、

ね
こ
電
車
を
描
い
た
関
沢
さ
ん
は

話
す
。 

　
こ
の
本
は
、
地
区
の
施
設
や
知
人
、

友
人
な
ど
か
ら
聞
き
取
り
、
一
語

ず
つ
丁
寧
に
ま
と
め
ら
れ
、
完
成

ま
で
に
約
７
年
の
月
日
を
数
え
た
。

調
査
か
ら
編
集
、
製
本
ま
で
全
て

手
づ
く
り
で
、
慣
れ
な
い
パ
ソ
コ

ン
を
使
い
、
イ
ラ
ス
ト
は
手
書
き

で
作
業
を
進
め
た
。「
噂
を
聞
い
て
、

多
く
の
方
が
会

の
活
動
に
参
加

し
た
が
、
最
後

は
２
人
に
な
っ
た
。

気
心
が
知
れ
た

パ
ー
ト
ナ
ー
で

楽
し
く
編
集
す

る
こ
と
が
で
き

た
」
と
、
明
石

さ
ん
は
話
す
。 

　
昭
和
54
年
、

全
国
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
必

要
性
が
高
ま
り
始

め
た
時
に
い
ず
み

グ
ル
ー
プ
は
誕
生

し
た
。
旧
新
湊
市

の
社
会
教
育
委
員

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
民
話
収
集
育
成

講
座
」
に
応
募
し

た
７
人
で
会
を
創

設
し
た
。
「
い
ず

み
の
様
に
民
話
や

唄
が
湧
き
出
る
よ
う
に
」
と
い
う

意
味
を
込
め
い
ず
み
グ
ル
ー
プ
と

名
づ
け
た
。
当
時
、
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
片
手
に
、
お
年
寄
り

の
家
や
足
洗
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
聞
き
取
り
に
出
か
け
、
地
域
の

民
話
を
ま
と
め
た
「
ご
め
ん
ど
や
」

を
発
刊
し
た
。「
民
話
『
お
諏
訪

様
の
白
蛇
』
を
脚
本
に
し
、
影
絵

を
使
い
、
老
人
ホ
ー
ム
や
公
民
館

な
ど
で
上
演
し
大
好
評
だ
っ
た
」
と
、

当
時
を
ふ
り
返
る
。 

　
「
多
く
の
人
の
協
力
で
『
あ
の

に
ゃ
』
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

多
く
の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、

新
湊
の
方
言
と
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
伝

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
民
話
や
遊

び
の
歌
は
、
節
が
わ
か
ら
な
い
も

の
も
多
い
。
今
後
は
、
本
に
収
録

し
た
内
容
に
節
を
つ
け
て
音
に
し
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

＊
「
あ
の
に
ゃ
」
は
中
央
図
書
館
、
新

湊
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、

他
の
図
書
館
で
も
取
り
寄
せ
て
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
20
数
年
ぶ
り
の
大
雪
で
、
射

水
平
野
は
一
面
真
っ
白
な
雪
景

色
で
す
。
寒
さ
が
厳
し
い
中
で
も
、

大
島
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
「
寒
さ
に
負
け
ず
、
元
気
な

体
を
作
ろ
う
」
と
冬
の
体
力
つ

く
り
と
し
て
、
３
学
期
は
、
な

わ
と
び
運
動
に
全
校
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果

を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
「
な

わ
と
び
名
人
戦
」
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
で
も
う
16
回

目
で
す
。 

　
名
人
戦
は
、
各
学
級
か
ら
代

表
選
手
が
制
限
時
間
内
に
何
回

跳
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
う

部
門
と
み
ん
な
で
何
回
長
な
わ

が
跳
べ
る
か
を
競
い
合
う
部
門

が
あ
り
ま
す
。
応
援
の
大
き
な

歓
声
が
わ
き
上
が
り
、
熱
気
に

あ
ふ
れ
、
寒
さ
な
ん
か
ふ
っ
飛

ば
し
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
２
月
９
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
な
わ
８
の
字

と
び
で
は
、
１
分
間
に
１
３
２

回
と
い
う
歴
代
最
高
記
録
が
生

ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な

り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
大
島
小
学
校
の

伝
統
あ
る
冬
の
行
事
と
し
て
続

け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

今回は 射水市立 大島小学校の 

　
大
門
地
区
商
店
街
通
り
に
、
買
い
物

客
や
高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
憩

い
の
場
と
し
て
、
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館
「
い

っ
ぷ
く
や
茶
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
施
設
は
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
楽
し

い
商
店
街
を
目
指
し
て
、
平
成
14
年
９

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
施
設
内
に
は
、
各
種
サ
ー
ク
ル
や
趣

味
の
会
の
発
表
の
場
と
し
て
利
用
で
き

る
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
日
本
全

国
の
珍
し
い
凧
が
飾
ら
れ
て
い
る
凧
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
な
ど
、
交
流
の
場

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
か
ら
は
、
農
協
女
性
部
に
よ
る
「
か

あ
ち
ゃ
ん
市
」（
４
〜
11
月
の
み
実
施
）

が
行
わ
れ
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
新

鮮
な
野
菜
な
ど
を
求
め
て
、
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
ま
す
。 

　
訪
れ
た
人
が
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
、
友

達
と
気
軽
に

”い
っ
ぷ
く
“
で
き
る
空

間
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

住
　
所
　
射
水
市
二
口
２
９
３
６
｜
２ 

電
　
話
　
52 
｜
７
２
２
２ 

開
館
時
間 

（
４
〜
11
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

（
12
〜
３
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

定
休
日
　
日
曜
日
、
年
末
年
始
（
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
） 

いっぷくや茶 
街かどふれあい館 

みどころいっぱい 

Vol.4

寒さをふっ
飛ばせ 

なわとび名
人戦 

2006.3

至新湊 

JR越中大門駅 

11

44

●石川屋 

いっぷくや茶 

庄
　
川 

至
富
山 

至
高
岡 

●パルル 

●大門総合会館 
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募
　
　
　
集

   

射
水
市
奨
学
生 

募
集
人
数 

①
高
校
生
（
高
等
専
門
学
校
を
含

む
）
　
　
　
　
　
　
５
人
程
度 

②
大
学
生
（
短
期
大
学
を
含
む
） 

　
・
専
修
学
校
生
（
専
門
課
程
に

限
る
）
及
び
大
学
院
生 

　
10
人
程
度 

応
募
資
格 

射
水
市
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

に
属
す
る
方
で
あ
る
こ
と 

学
費
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

こ
と 

身
体
強
健
で
学
業
成
績
が
優
良

で
あ
る
こ
と 

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
こ
と 

※
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

奨
学
資
金
額 

①
高
校
生
等
　 

県
立
高
等
学
校
等
の
授
業
料
相

当
額
（
返
済
な
し
） 

②
大
学
生
等 

月
額
４
万
円
以
内
（
内
一
割
を

給
付
） 

奨
学
資
金
の
返
済
方
法
　
10
年
を

限
度
と
し
て
年
賦
の
方
法
に
よ

り
返
済 

申
込
方
法
　
在
学
す
る
学
校
の
長

を
経
て
、
申
請
書
を
市
教
育
委

員
会
に
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
教
育
総
務
課
及
び
行
政
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。 

応
募
締
切
　
４
月
28
日
⛯ 

問
合
せ
先
　
教
育
総
務
課
（
下
庁

舎
）
☎
59
ー
８
０
９
０ 

 

平
成
18
年
度
射
水
市
内
保

育
園
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員 

臨
時
保
育
士 

資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者 

募
集
人
数
　
40
人
程
度 

給
与
　
月
給
　
１
４
８
、
０
０
０

円
〜
１
５
３
、
８
０
０
円 

臨
時
看
護
師 

資
格
　
正
看
護
師
資
格
を
有
す
る

者 

募
集
人
数
　
１
人 

給
与
　
月
給
　
１
７
８
、
０
０
０

円 パ
ー
ト
保
育
士 

資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者 

募
集
人
数
　
50
人
程
度 

　
・
午
前
７
時
〜
午
前
10
時 

 

時
給
９
０
０
円 

　
・
午
後
４
時
〜
午
後
７
時 

 
時
給
９
０
０
円 

・
午
後
12
時
30
分
〜
午
後
３
時
30 

　
分 

時
給
　
８
０
０
円 

　
・
土
曜
勤
務
　
時
給
　
９
０
０
円 

パ
ー
ト
調
理
士 

資
格
　
調
理
士
ま
た
は
栄
養
士
資

格
を
有
す
る
者 

募
集
人
数
　
10
人
程
度 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
15

分
　
　
　
　

時
給
　
８
９
０
円 

問
合
せ
先
　
児
童
家
庭
課
（
新
湊

庁
舎
）
☎
82
ー
１
９
５
３ 

      

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
団
員 

　
　
射
水
市
内
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
野
外

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
体
験
を
通
し
て
心
豊
か
な

子
ど
も
を
育
成
す
る
事
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
次
の
と
お
り
、
新
し
く
ス
カ

ウ
ト
を
募
集
し
ま
す
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

射
水
第
１
団
（
大
島
・
大
門
・

小
杉
地
区
） 

射
水
第
３
団
（
新
湊
・
下
地
区
） 

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
か
ら
概

ね
20
歳
ま
で
の
男
子
（
第
１
団

は
女
子
も
募
集
し
ま
す
） 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト 

富
山
県
第
13
団
（
新
湊
地
区
） 

富
山
県
第
16
団
（
大
門
地
区
） 

富
山
県
第
40
団
（
小
杉
地
区
） 

各
団
の
地
区
ま
た
は
近
隣
に
在

住
す
る
小
学
校
就
学
前
の
年
長

児
・
小
学
生
の
女
子 

募
集
期
間
　
３
月
25
日
⛰
ま
で 

問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
（
下
庁

舎
）
☎
59
ー
８
０
９
１ 

自
衛
官
募
集 

広報 2006.3広報 2006.3

■加入の届出が遅れると 
　国民健康保険（国保）は届出をした日からの加入ではなく、
国保に加入する資格を得た日（会社を退職した場合は退職
の翌日）からの加入となり、国民健康保険税も国保の資格
を得た月にさかのぼって課税されます。 
 
■脱退の届出をしないと 
　国民健康保険税が課税され続けるので、他の健康保険
料と二重に支払ってしまうことがあります。 
　また、国保の資格を喪失後に、本市の国保の保険証で
医療機関を受診した場合、国保が負担した分の医療費を
返納していただくことになりますので、ご注意ください。 
 
■退職者医療制度 
　厚生年金や共済組合などの年金（国民年金を除く）を受
けている人で加入期間が20年（または40歳以降で10年）
以上ある人とその被扶養者は、退職者医療制度で医療を
受けることになります。国保加入の際には年金証書を持
参ください。 
 
■こんなときは14日以内に届出をしてください。 

他市町村から転入した
とき 

職場の健康保険をやめ
たとき 
 

職場の健康保険の被扶
養者からはずれたとき 
 

任意継続を途中でやめ
るとき 
 
 
子どもが生まれたとき 
 
他の市町村へ転出する
とき 
職場の健康保険に加入
したとき 
職場の健康保険の被扶
養者となったとき 
国保の被保険者が死亡
したとき 
市内で住所が変わった
とき 
世帯主や氏名が変わっ
たとき 
世帯を分けたとき、一
緒にしたとき 

修学のために県外に住
むとき 

他市町村の
転出証明書 
職場の健康
保険が切れ
た証明書又
は職場の健
康保険証の
写し 
任意継続の
保険証と未
納の納付書 
国保の保険証、 
母子手帳、世帯主の口座（注
１） 

国保の保険証（注２） 
 
 
国保の保険証（注２）と職
場で交付された保険証 
 
国保の保険証（注２）、 
喪主の口座（注１） 
 
 

国保の保険証（注２） 
 
 
 
国保の保険証 
在学証明書（または学生証
の写し） 

（注１）出生のときは出産育児一時金を世帯主に、死亡のときは

葬祭費を喪主に支給しますので、振込口座がわかるもの

を持参してください。郵便局への振込はできませんので、

郵便局以外の口座でお願いします。 

（注２）世帯内に高齢受給者や老人医療該当者がいる場合、高齢

受給者証や老人医療受給者証、印鑑が必要です。 

 
問合せ先　保険年金課（大島庁舎）　☎52－7965

　４月１日から高年齢者雇用確保措置導入が義務づ
けられます！ 
　高年齢者雇用安定法の改正により、平成18年４月
１日から、高年齢者雇用確保措置を講ずることが事
業主に義務付けられます。 
　高年齢者雇用確保措置とは、①定年年齢の引上げ、
②継続雇用制度（原則として希望者全員）の導入、③
定年の定めの廃止のいずれかの措置をとることで、
65歳まで（＊）の安定した雇用を確保することです。 
（＊）この年齢は、平成25年４月１日までに段階的

に引き上げられます。 

問合せ先 
　ハローワーク新湊　 ☎82－3195 
　ハローワーク高岡　 ☎21－1515

国民健康保険の加入・脱退 
　　などの届出はお済ですか？ 

日　　時　３月23日（木）　開演　午後６時40分 
会　　場　新湊中央文化会館 
申込方法　入場は無料です。往復はがきでお申し込みく

ださい。 
１枚で２人入場できる整理券を送ります。 
（応募多数の場合は抽選） 

【往信裏面】①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号 
【返信表面】①郵便番号　②住所　③名前 
【宛　　先】〒930－8502（住所不要） 
　　　　　　ＮＨＫ富山放送局「ＢＳ日本のうた」係 
　　　　　　※乳幼児の同伴入場はご遠慮ください。 
 
 
問合せ先　ＮＨＫ富山放送局　☎076－444－6610

射水市誕生記念 
ＮＨＫ公開録画「BS日本のうた」 

観覧者募集 

射水市誕生記念 
ＮＨＫ公開録画「BS日本のうた」 

観覧者募集 

射水市誕生記念 
ＮＨＫ公開録画「BS日本のうた」 

観覧者募集 

   

　
昨
年
の
射
水
市
に
お
け
る
火

災
発
生
件
数
は
18
件
、
前
年
よ

り
２
件
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

出
火
の
原
因
で
１
番
多
か
っ
た

の
は
コ
ン
ロ
、
次
に
火
遊
び
、

そ
の
次
は
再
燃
で
し
た
。 

　
県
内
の
火
災
件
数
は
２
７
５
件
、

前
年
比
29
件
の
減
で
し
た
。
原

因
別
で
は
１
位
放
火
、
２
位
コ

ン
ロ
、
３
位
た
ば
こ
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
な
お
、
今
年
に
入
り
県
内
で

は
火
災
の
発
生
が
相
次
い
で
い

ま
す
の
で
、
コ
ン
ロ
や
暖
房
器

具
な
ど
火
気
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
次
に
、
昨
年
の
射
水
市
に
お

け
る
救
急
出
場
件
数
は
２
、
３

６
６
件
、
前
年
よ
り
１
７
３
件

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
出
場

件
数
の
事
故
種
別
で
は
、
急
病

が
最
も
多
く
、
次
い
で
交
通
事
故
、

一
般
負
傷
、
そ
の
他
と
な
り
搬

送
人
員
は
２
、
２
９
３
人
で
射

水
市
民
の
41
人
に
１
人
が
救
急

車
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

消防本部からのお知らせ 消防本部からのお知らせ 
平
成
17
年
火
災 

　
　
　
・
救
急
状
況 

定年制がある事業主のみなさんへ 

平
成
18
年
春
季
火
災
予
防
運
動 

期
間
　
３
月
20
日
⛫
〜
３
月
26

日
⛪ 

全
国
統
一
標
語 

「
あ
な
た
で
す
　
火
の
あ
る
く

ら
し
の
　
見
は
り
役
」 

住
宅
防
火 

　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

 

３
つ
の
習
慣 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。 

 

４
つ
の
対
策 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。 

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

使
用
す
る
。 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を

備
え
る
。 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。 

　
救
急
車
の
利
用
に
際
し

て
は
、
緊
急
に
医
療
機
関

へ
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
の
み
利
用
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
市
民
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

世帯に国保加 
入者がいて、 
追加加入とな 
る時は国保の 
保険証も 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

国
保
を
脱
退
す
る
と
き 

そ
　
の
　
他 

国保に加入するとき 届出に必要なもの 

申込・問合せ先　自衛隊高岡募集事務所　☎21－2411

募集種目 資　　　格 受付期間 試 験 期 日 

20歳以上26歳未満 

（22歳未満の方は大卒見込含） 

専門の大卒（見込含） 

20歳以上30歳未満 

専門の大卒（見込含） 

20歳以上26歳未満 

18歳以上  

27歳未満の者 

１次 
５月20・21日 

（21日は飛行要員のみ） 
 
２次 

６月20～22日 
の内指定する１日 

問い合わせください 

４月３日 

～ 

５月12日 

一 般 
・ 
技 術 

歯 科 
 

薬 剤 

自
衛
官
幹
部
候
補
生 

男
　
子 

年間を通じ 
て募集して 
います 

２等陸・ 

海・空士 

４月１日から高年齢者雇用確保 
　　措置導入が義務づけられます！ 

平成18年４月１日～平成19年３月31日 
平成19年４月１日～平成22年３月31日 
平成22年４月１日～平成25年３月31日 
平成25年４月１日～ 

62歳 
63歳 
64歳 
65歳 

出 演 大月みやこ、伍代夏子、都はるみ他 

締 切 ３月８日（水）必着 

（50音順・敬称略） 



時間額771円 
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○会社を退職したときは国民年金の加入手続きを！ 
　日本国内に居住する20歳以上60歳未満の方については何らかの年金制度に加入し
なければなりません。 
　自営業者、学生などは国民年金に加入し「第１号被保険者」に、サラリーマン・
公務員は厚生年金保険や共済組合に加入すると同時に国民年金の「第２号被保険者」
に、「第２号被保険者」に扶養されている配偶者は国民年金の「第３号被保険者」に
なります。 
 
　厚生年金保険に加入していた方は、退職すると「国民年金被保険者資格取得届」
の手続きが必要となり、また、扶養されている配偶者も本人と同様の届出が必要と
なります。国民年金の手続きは、住所地の市町村役場の国民年金担当窓口で本人が
行います。 
　国民年金の「第１号被保険者」になると、保険料〔月額13,580円（平成17年度）〕
を納付することになりますが、失業等の場合、特例として保険料納付を免除される
制度があります。配偶者や世帯主の所得により該当しない場合もありますが、免除
を希望される場合、加入の手続きの際に、雇用保険受給資格者証または雇用保険被
保険者離職票をご持参ください。 
 
　国民年金などの公的年金は、やがて必ず訪れる老後の収入を国が約束してくれる
年金制度です。また、老後の所得保障だけではなく、病気やけがによって障害の状
態になられたときや、18歳未満の子どもを残して父親が亡くなられたときなどにも
年金を支給して、人生の思いがけない「万が一」をもサポートします。 

年金だより

保育園の環境整備が整う 

射水市議会３月定例会 
３日（金）から22日（水）まで 

詳しくは、高岡社会保険事務所（☎21－0057） 
または保険年金課（大島庁舎）（☎52－7965）へお問い合わせください。 

国
家
公
務
員
採
用
試
験 

　
人
事
院
は
平
成
18
年
度
中
に
次

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
申
込

用
紙
・
受
験
案
内
は
郵
便
で
も
請

求
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
人
事
院

中
部
事
務
局
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。 

                           

問
合
せ
先
　
人
事
院
中
部
事
務
局 

　
☎
０
５
２
ー
９
６
１
ー
６
８
３
８ 

　http://w
w
w
.jinji.go.jp/top.htm

 
 

大
門
町
商
工
会
（
い
っ
ぷ

く
や
茶
）
臨
時
職
員 

募
集
人
員
　
若
干
名
（
交
代
制
） 

応
募
資
格
　
昭
和
15
年
４
月
２
日

〜
昭
和
55
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
射
水
市
に
住

所
を
有
し
、
土
曜
日
・
祭
日
勤

務
可
能
な
方 

雇
用
期
間
　
平
成
18
年
４
月
〜
９

月
（
６
か
月
） 

応
募
締
切
　
３
月
22
日
⛭ 

問
合
せ
先
　
大
門
町
商
工
会 

　
☎
52
ー
３
５
１
０ 

 

押
花
絵
体
験
教
室 

　
手
近
に
あ
る
野
草
・
花
等
を
押

花
に
し
て
花
か
ご
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
。 

日
時
　
３
月
23
日
⛮
午
後
１
時
30

分
〜 

場
所
　
き
ら
め
き
館 

講
師
　
国
際
プ
レ
ス
ト
フ
ラ
ワ
ー

協
会
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
辰
巳
祐
子

氏 

対
象
者
　
射
水
市
近
郊
に
在
住
、

ま
た
は
勤
務
す
る
方 

定
員
　
20
人 

参
加
費
　
材
料
費
２
、
５
０
０
円 

申
込
・
問
合
せ
先
　
き
ら
め
き
館

（
射
水
市
働
く
婦
人
の
家
） 

　
☎
55
ー
２
２
３
８ 

 

小
杉
ふ
れ
あ
い
健
康
農
園

利
用
者 

　
射
水
市
小
杉
ふ
れ
あ
い
健
康
農

園
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
現
在
、

契
約
さ
れ
て
い
る
方
も
再
度
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

場
所
　 

太
閤
山
１
丁
目
地
内
　
46
区
画 

南
太
閤
山
16
丁
目
地
内
　 

　
１
３
７
区
画 

使
用
期
間
　
平
成
18
年
４
月
13
日

〜
平
成
19
年
３
月
10
日
　 

対
象
者
　
射
水
市
に
住
む
60
歳
以

上
の
人
（
１
世
帯
に
１
区
画
） 

申
込
期
限
　
４
月
３
日
⛫
ま
で
　 

申
込
・
問
合
せ
先
　
射
水
市
南
太

閤
山
17
丁
目
―
１
　
小
杉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
☎
56
ー
４
０
８
０ 

    

大
島
絵
本
館 

春
お
め
で
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
い
ろ
ん
な
「
お
め
で
と
う
」
が

い
っ
ぱ
い
の
春
。
期
間
中
、
入
館

料
の
割
引
や
絵
本
グ
ッ
ズ
な
ど
が

当
た
る
く
じ
引
き
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
遊
び
に
き
て
ね
！
。 

期
間
　
３
月
１
日
⛭
〜
４
月
９
日

⛪ 

入
館
料
　
小
中
高
生
↓
無
料
　
大

人
20
％
引
き 

※
他
の
入
館
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん 

同
時
開
催
　
「
ピ
ン
ド
ー
ル
展
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
（
３
月
12

日
ま
で
）
「
絵
本
通
信
展
」
（
４

月
９
日
ま
で
） 

特
別
創
作
教
室
「
水
カ
ン
リ
ン

バ
を
つ
く
ろ
う
」
　 

　
旅
の
音
楽
家
・
丸
山
祐
一
郎
先

生
と
い
っ
し
ょ
に
手
づ
く
り
楽
器

を
つ
く
ろ
う
。 

日
時
　
３
月
19
日
⛪
　
①
午
前
10

時
〜
正
午
　
②
午
後
２
時
〜
４

時 

場
所
　
絵
本
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

材
料
費
　
８
０
０
円 

問
合
せ
先
　
大
島
絵
本
館 

　
☎
52
ー
６
７
８
０

 

街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館
「
い

っ
ぷ
く
や
茶
」 

展
示
販
売 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
品
展
　
舟

守
ム
ツ
子
、
竹
内
悦
子
、
長
谷

川
弘
子 

折
り
紙
作
品
展
　
宮
森
恵
都
子 

高
野
と
仲
間
た
ち
の
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
作
品
展 

ふ
れ
あ
い
教
室 

折
り
紙
教
室
　
宮
森
恵
都
子 

日
時
　
３
月
22
日
⛭
午
後
２
時
〜 

受
講
料
　
８
０
０
円 

問
合
せ
先
　
い
っ
ぷ
く
や
茶 

　
☎
52
ー
７
２
２
２ 

催
　
し
　
物

　２つの保育園の改修工事が、財団法人中央
競馬馬主社会福祉財団の助成で行われ、工事
が終了しました。 
　園児たちは新しい環境の中で明るく快適な
生活を送っています。 
 
保育園名及び改修工事箇所 
◜㈳小杉福祉会「あいあい保育園」暖房設備改修工事 
◜㈳杉の子保育園保育室改修工事 

　本会議、予算特別委員会はケーブルテレビ
で放送します。また、傍聴することもできます。
（団体の場合は、事前申し込みが必要です） 
 
※詳しい会期日程は、市ホームページでご覧
ください。 
 
問合せ先　議会事務局（新湊庁舎） 
　　　　　☎82－1950

　自営業者を対象に、商工会議所・各商工会で所

得税申告・消費税申告相談を行っています。 

　詳細については下記のとおりとなります。 

商工会議所・各商工会による 
税務相談のお知らせ 

◜新湊商工会議所　☎84－5110 
　会場：新湊商工会館 

月　　日 

３月３日（金） 

３月６日（月） 

３月８日（水） 

３月10日（金） 

時　　　間 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

◜小杉町商工会　☎55－0072 
　会場：小杉町商工会館 

月　　日 

３月２日（木） 

３月６日（月） 

３月８日（水） 

３月10日（金） 

３月14日（火） 

３月16日（木） 

３月20日（月） 

時　　　間 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

◜大門町商工会　☎52－3510 
　会場：大門総合会館２階商工会研修室 

月　　日 

３月８日（水） 

３月10日（金） 

３月13日（月） 

３月14日（火） 

３月15日（水） 

３月23日（木） 

３月27日（月） 

時　　　間 

午後１時30分～午後４時30分 

午後１時30分～午後４時30分 

午後１時30分～午後４時30分 

午後１時30分～午後４時30分 

午後１時30分～午後４時30分 

午前10時～午後４時 

午前10時～午後４時 

◜下村商工会　☎59－2325  
　会場：下村公民館 

月　　日 

３月７日（火） 

３月14日（火） 

３月28日（火） 

時　　　間 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

午後１時～午後４時 

◜大島町商工会　☎52－1329  
　会場：大島町商工会館２階会議室  

月　　日 

３月３日（金） 

３月７日（火） 

３月10日（金） 

３月13日（月） 

時　　　間 

午後１時30分～午後４時 

午後１時30分～午後４時 

午後１時30分～午後４時 

午後１時30分～午後４時 

　夜間確定申告相談 

月　　日 

３月７日（火） 

時　　　間 

午後５時30分～午後８時 

　移動確定申告相談 
　会場：海老江公民館 

月　　日 

３月９日（木） 

時　　　間 

午後１時～午後４時 

　５月20日（土）・21日（日）
に開催する越中だいもん凧
まつりのポスターデザイン
が決定しました。 
　このポスターのタイトル
は『ダルマが笑う日』。だる
ま凧の目玉を光らせた迫力
ある構図と配色が特徴で、
見る人の印象に強く残ります。
また、だるま凧の目に映る
のは、希望に満ちた未来の
光です。期待感を高めながら、
記念すべき射水市の凧まつ
りと共に大空高く舞い上が
る様子を表しています。 

射水市誕生記念　第28回越中だいもん凧まつり 

ポスターデザイン決定ポスターデザイン決定 

問合せ先　越中だいもん凧まつり実行委員会（観光振興課内） 
　　　　　☎82－1958

射水市誕生記念　第28回越中だいもん凧まつり 

ポスターデザイン決定 

（注）この他にも高校卒業程度の試験を中心として９種類の試験を実施します。 

筆記　５月21日（日） 
人物　５月25日（木）～ 
　　　６月９日（金） 
　　　７月24日（月）～ 
　　　７月27日（木） 
　　　７月25日（火）・ 
　　　７月26日（水） 
　　　７月12日（水）・ 
　　　７月13日（木） 
　　　７月25日（火）～ 
　　　８月10日（木） 

 
６月20日（火） 
 
 
 
 

８月29日（火） 

 
５月12日（金） 
 
 
 

７月４日（火） 
 
 
 

７月18日（火） 

 
４月30日（日） 
 
 
 

６月11日（日） 
 
 
 

６月18日（日） 

４月３日（月）～ 
４月10日（月） 
 
 
 
４月３日（月）～ 
４月14日（金） 
 
 
４月14日（金）～ 
４月25日（火） 

 
Ⅰ種 
 

国税専門官 
 

労働基準監督官 
 

法務教官 
 
Ⅱ種 

試 験 名 受付期間 第１次試験日 第２次試験日 
第１次試験 
合格者発表日 

最終 
合格者発表日 

時間額771円 時間額771円 

※この最低賃金は、富山
県内で自動車・同附属
品製造業を営む事業場
で働く労働者に適用さ
れます。この金額に満
たない賃金支払は、最
低賃金法違反となります。 
 
問合せ先 
　富山労働局賃金室 
　☎076－432－2735 
　高岡労働基準監督署 
　☎23－6446

富山県自動車・ 
同附属品製造業 
最低賃金 

（最低賃金） 

時間額771円 

２月３
日～ 
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申込先　〒939－0364　小杉ふれあいセンター「いろりの里」 

　　　　射水市南太閤山17－１　☎56―4080

高齢者生きがい講座 

案
　
　
　
内

ポルトガル語 
困りごと・生活相談 

日時　３月20日⛫　午後１時30分～午後４時30分 
場所　射水市役所小杉庁舎201会議室 

CONSULTAS DE PROBLEMAS E  
SOBRE A VIDA DIARIA 

（em portugues) 
Data e tempo: 20 de marc,o  (Segunda-feira)  

de 13:30 para 16:30  
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha 

Sala de reuniao－201.

陶芸家に学ぶ　織部の菓子鉢作り教室 
参加者募集 

　桃山時代から伝統の
「織部焼」は、自由な
絵付けと深い緑釉が絶
妙にマッチしたやきも
ので、大変人気があり
ます。陶房「匠の里」
では、この織部の角型
菓子鉢を作る陶芸教室
を開催いたします。 
　当日は、陶芸家の寺田雄山氏（阿古屋野窯）
を特別講師に招き、織部作りについて指導して
頂きます。 
  
日時　３月26日（日）午後1時30分～４時 
場所　陶房「匠の里」成形室 
　　　射水市水戸田17甲 
募集定員　10人　 
費用　1,500円（材料代、焼成費含む） 
申込方法　電話、電子メールにて先着順。 
申込締切日　３月19日（日） 
申込・問合せ先 
〒939－0401　射水市水戸田17甲 
陶房「匠の里」 
☎54－1201　FAX54－1829　担当：西川 
電子メール　takumi@city.imizu.toyama.jp

射水市在住の60歳以上の人を対象に下記教室の参加者を募集しています。 

財団法人自治総合センターから、 
宝くじの助成を受けて、防除機、 
テント、煮炊き釜の整備を行い 
ました。 

○印の教室は「小杉ふれあいセンター」が会場となります。 

●印の教室は「小杉社会福祉会館」が会場となります。 

※ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・希望される教室名を記入の 

　うえ、３月31日（金）まで申し込みください。 

（応募多数の場合は抽選とさせていただきますので、御了承下さい。） 

教室名 材料費 定員 期間・時間 

○陶芸教室 

（１期コース） 

○陶芸教室 

（２期コース） 

○陶芸教室 

（３期コース） 

○盆栽教室 

 

○前期囲碁教室 

 

●後期囲碁教室 

 

●民謡踊り教室 

 

●ダンス教室 

 

●折り紙教室 

４月５日（水）～６月26日（月） 

午前９時30分～11時30分 

６月５日（月）～８月24日（木） 

午前９時30分～11時30分 

９月６日（水）～11月30日（木） 

午後1時30分～3時30分 

５月13日（土）～11月11日（土） 

午前９時～11時 

５月10日（水）～６月21日（水） 

午後１時30分～３時30分 

９月６日（水）～10月18日（水） 

午後１時30分～３時30分 

４月19日（水）～10月４日（水） 

午後１時30分～３時30分 

４月14日（金）～６月23日（金） 

午前10時～12時 

５月８日（月）～７月10日（月） 

午前９時30分～11時30分 

 

全17回 

 

全17回 

 

全17回 

 

全５回 

 

全６回 

 

全６回 

 

全12回 

 

全10回 

 

全５回 

30人 

 

30人 

 

30人 

 

20人 

 

20人 

 

20人 

 

30人 

 

30人 

 

20人 

７千円 

 

７千円 

 

７千円 

 

５千円 

 

無料 

 

無料 

 

無料 

 

無料 

 

２千円 

高齢者生きがい講座 

講師作例の織部菓子鉢 
（今回制作するのは左上の角鉢） 

　
下
水
道
は
、
家
庭
や
事
務
所
、
商
店
、
工
場
な
ど
の
汚
水
を
処

理
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
清
潔
で
快
適
な
も
の
に
し
ま
す
。
ま
た
、

汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
て
か
ら
放
流
し
ま
す

の
で
、
川
や
海
な
ど
の
汚
れ
を
防
ぐ
こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。 

 １
　
排
水
設
備
と
は 

 

　
各
家
庭
な
ど
か
ら
で
る
下
水
を
す
み
や
か
に
下
水
道
に
流
す
た

め
の
排
水
管
、
排
水
き
ょ
、
ま
す
な
ど
を
「
排
水
設
備
」
と
い
い

ま
す
。
排
水
設
備
は
、
下
水
道
に
接
続
す
る
公
共
ま
す
（
接
続
ま
す
）

ま
で
で
、
個
人
の
負
担
で
つ
く
り
、
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
私
設
下
水
道
（
個
人
の
財
産
）
で
す
。 

 ２
　
水
洗
便
所
に
改
造
し
ま
し
ょ
う 

 

　
下
水
の
処
理
が
開
始
さ
れ
る
と
、
台
所
や
風
呂
な
ど
の
汚
水
は
、

す
み
や
か
に
排
水
設
備
を
設
置
し
て
下
水
道
に
流
す
よ
う
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
汲
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に
水
洗
便

所
に
改
造
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 ３
　
排
水
設
備
指
定
工
事
店 

 

　
排
水
設
備
の
工
事
や
汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

工
事
は
、
一
定
の
水
準
で
正
し
く
行
わ
れ
な
い
と
、
詰
ま
り
故
障

の
原
因
に
な
り
、
利
用
者
の
生
活
に
支
障
を
お
こ
し
た
り
、
下
水

道
の
機
能
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
工
事
に
必
要
な
専
門
知
識
と
技
術
を
も
っ
た
技
術
者
を
登

録
し
、
そ
の
技
術
者
の
い
る
工
事
店
を
「
射
水
市
排
水
設
備
指
定

工
事
店
」
に
指
定
し
、
指
定
工
事
店
以
外
で
は
排
水
設
備
工
事
な

ど
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
射
水
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
以
外
で
工
事
を
行
う
と
、

工
事
の
や
り
直
し
や
改
善
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
下
さ
い
。 

 

問
合
せ
先 

　
下
水
道
業
務
課
（
布
目
庁
舎
）
　
☎
84 
｜
９
６
４
７ 

下
水
道
排
水
設
備
早
期
接
続
に 

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す 

障
害
者
自
立
支
援
法
説
明

会 

　
射
水
市
新
湊
肢
体
不
自
由
児
・

者
父
母
の
会
で
は
、
４
月
か
ら
の

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
当

た
り
、
市
社
会
福
祉
課
職
員
を
講

師
と
し
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

質
問
の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
３
月
18
日
⛰
午
後
１
時
30

分
〜 

場
所
　
新
湊
交
流
会
館 

問
合
せ
先
　
射
水
市
新
湊
肢
体
不

自
由
児
・
者
父
母
の
会
（
室
谷
） 

　
☎
82
ー
３
４
２
４ 

    

４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支

援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

よ
り
、
障
害
の
種
別
（
身
体
障
害
・

知
的
障
害
・
精
神
障
害
）
に
か
か

わ
ら
ず
、
障
害
の
あ
る
方
が
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
が

一
元
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
種

類
の
障
害
に
係
る
公
費
負
担
医
療

制
度
（
精
神
通
院
医
療
・
更
生
医

療
・
育
成
医
療
）
は
、
自
立
支
援

医
療
に
統
一
さ
れ
ま
す
。 

　
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め

の
手
続
き
と
公
平
な
負
担
の
仕
組

み
を
整
え
、
障
害
の
あ
る
方
々
の

地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
は
１
割
に 

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
に

応
じ
て
、
費
用
の
１
割
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
月
額
の
負

担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
の
食
費
・
光
熱
水
費
等
の
実
費
は
、

全
額
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

自
立
支
援
医
療
の
負
担
は
１
割

に 

　
精
神
通
院
医
療
・
更
生
医
療
・

育
成
医
療
が
自
立
支
援
医
療
に
変

更
さ
れ
、
支
給
認
定
の
手
続
き
と

利
用
者
負
担
の
仕
組
み
が
共
通
と

な
り
ま
す
。
利
用
者
は
、
医
療
費

の
１
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
月
額
の
負
担
上
限
額
が
設

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
院
時
の

食
費
は
、
原
則
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。 

現
　
　
行 

精
神
通
院
医
療 

（
精
神
保
健
福
祉
法
） 

更
生
医
療
（
身
体
障
害
者
福
祉
法
） 

育
成
医
療
（
児
童
福
祉
法
） 

　
　
← 

見
直
し
後 

自
立
支
援
医
療
制
度 

問
合
せ
先
　
社
会
福
祉
課
（
新
湊

庁
舎
）
☎
82
ー
１
９
５
１ 

 

刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪

被
害
者
の
た
め
の
制
度 

　
裁
判
所
に
お
け
る
刑
事
手
続
き

で
は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
た
方
等
に
配
慮
す
る
た
め
の
様
々

な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

裁
判
の
優
先
的
傍
聴
の
配
慮 

刑
事
事
件
記
録
の
閲
覧
・
コ

ピ
ー 

証
人
の
不
安
や
緊
張
等
を
緩
和

す
る
た
め
の
措
置 

法
廷
で
の
心
情
や
意
見
の
陳
述 

民
事
上
の
争
い
に
つ
い
て
示
談

が
で
き
た
場
合
の
刑
事
裁
判
の

公
判
調
書
へ
の
記
載 

　
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
裁
判
所

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
　
富
山
地
方
裁
判
所 

　
☎
０
７
６
ー
４
２
１
ー
６
１
３
１ 

 

平
成
18
年
度
前
期
技
能
検

定 

　
富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会
は
、

次
の
と
お
り
技
能
検
定
を
行
い
ま
す
。

日
頃
、
技
能
の
練
磨
に
努
力
さ
れ

た
結
果
を
計
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

検
定
種
目 

１
級
・
２
級
・
単
一
等
級 

　
47
職
種
・
80
作
業 

３
級
　
14
職
種
・
21
作
業 

申
請
受
付
　
４
月
４
日
⛬
〜
14
日

⛯ 

申
込
・
問
合
せ
先
　
富
山
県
職
業

能
力
開
発
協
会
　
☎
０
７
６
ー

４
３
２
ー
９
８
８
３ 

次世代育成のために仕事と子育ての両立に 
ご協力をお願いします。 

事業主のみなさんへ 

　人口減少時代を迎え、少子化対策は社会全体の深刻な課題とな
っています。昨年、市は、次世代育成支援対策推進法の規定に基
づき、次世代育成支援行動計画を策定しました。 
　この計画は、時代を担う子どもが健やかに生まれ、かつ育成さ
れる環境の整備・充実を目指し策定したものです。各事業所のみ
なさんの取り組みが、安心して子育てができる環境を創りあげます。
ご協力いただけますようお願いいたします。 
　子育てを行おうとしている、あるいは現に行っている労働者に
ついては 
①できるだけ時間外労働を縮減していただくこと 
②育児休業を取得した場合（男女とも）、職場復
帰しやすい環境を整えていただくこと 

を、特にお願いいたします。 
 
次世代育成支援行動計画に関する問い合わせは　 
児童家庭課（新湊庁舎）☎82－1953

infomation情報ひろば 
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射水市民病院 
TEL82-8100

年のせい！？ 

市民病院 

時間外医療相談（無料）を 
開始します 

射水市民病院 Hospital

内科医長 

　「少し歩いたら足が痛く

なって・・・年のせいかし

ら？腰も痛いしそのせいか

も・・？」 

　内科診察の最後に、時々

そういった症状を訴える患

者さんがいらっしゃいます。

内科と足の痛み、何か関係

あるの？　実は動脈硬化と足の痛みが関係してい

るのです。閉塞性動脈硬化症といった病気をご存

じですか？読んで字の如く“動脈硬化により血管

が狭くなる”病気です。高血圧・糖尿病・高脂血症・

喫煙などがあると、動脈の壁に“ゴミ（粥腫）”が

溜まり血管が細くなります。するとその先に充分

な血液が流れなくなり、歩いたときに足が痛くな

るのです。　 

　この病気は手と足の血圧を同時に測ることで狭

窄の存在を疑うことができます。またＭＲＩ検査

にて簡単に足の血管の狭窄を知ることができます。

確定診断するために血管造影を行い狭窄の場所や

程度を確認し、小さな風船による狭窄部の拡張（当

院でも行っています）や、バイパス手術により血流

を改善することで痛みを取ることができます。 

　歩いたら足の痛くなる方、整形外科だけでなく、

お気軽に内科でもご相談ください。 

　健康や病気に関する疑問やセカンドオピ

ニオンについて気軽にご相談ください。 

　院長・副院長が下記の日時に対応します

ので、前もって電話でご予約ください。 

日　時　３月27日（月） 
　　　　午後５時30分から７時まで 
場　所　市民病院エントランス 
　　　　医療相談室 
予約・問合せ先 
　　　　市民病院総務課 
　　　　☎82－8100

糖尿病教室のお知らせ 
時　　　　間：午後１時30分～３時 

場　　　　所：２階大会議室 

持参するもの：筆記用具 
食品交換表（当病院売店
にて取り扱っています） 
青いファイル（教育入
院等で持っている方） 

　　　　　　　電卓 

３月３日⛯ 

３月10日⛯ 

３月17日⛯ 

３月24日⛯

月　日 内　　　容 担　　当 備　考 

糖尿病の検査と治療 

食事療法と単位配分 

糖尿病と合併症 

油脂（表５）と外食 

岩井中内科部長 

栄　　養　　士 

岩井中内科部長 

栄　　養　　士 

 

３階会議室 

糖尿病の方、糖尿病の患者を家族にお持ちの方、糖尿病に興味がある方、
ぜひ、お気軽に参加してみませんか。 

上野　博志 

広報 2006.3広報 2006.3

～ＢＣＧ予防接種について～ 接種は完全予約制になっています。 
※住所が、旧新湊市のお子さんのみ対象となります。 

予約ご希望の方は、小児科外来までお問い合わせ下さい。 
射水市民病院　小児科外来　☎82－8100（代表） 

＊当院では生後４か月目からのお子さんの接
種を行います。 
＊生後６か月目を過ぎたお子さんの接種は自
己負担となります。 

今月の接種日 

３月８日・15日・29日の水曜日 

午後２時～午後３時 

市民病院小児科からのお知らせ 市民病院小児科からのお知らせ 市民病院小児科からのお知らせ 

しゅくしゅ 

きょう 

さく 

●
下
水
道
使
用
料
金
は
こ
う
し
て
決
め
ら
れ

ま
す
。 

　
下
水
道
の
使
用
量
は
、
下
水
道
へ
排
水
し

て
い
る
形
態
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
決
め

ら
れ
ま
す
。 

１
　
水
道
の
み
を
使
用
し
て
い
る
場
合 

水
道
の
使
用
水
量
を
下
水
道
の
使
用
量
と
し

ま
す
。 

２
　
井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る
場
合 

井
戸
の
ポ
ン
プ
な
ど
に
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）

を
取
り
付
け
、
計
量
し
た
使
用
水
量
を
下
水

道
の
使
用
量
と
し
ま
す
。 

３
　
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て
い
る
場
合
【
１

と
２
を
併
用
し
て
い
る
場
合
】 

両
方
の
使
用
水
量
の
合
計
を
下
水
道
の
使
用

量
と
し
ま
す
。 

４
　
井
戸
水
の
み
、
ま
た
は
井
戸
水
と
水
道

を
併
用
し
て
い
る
が
、
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）

を
設
置
し
な
い
場
合 

１
か
月
あ
た
り
〔
家
族
数
×
６
立
方
メ
ー
ト

ル
〕
を
排
水
し
て
い
る
と
認
定
し
ま
す
。
た

だ
し
、
井
戸
水
と
水
道
を
併
用
の
場
合
、
認

定
水
量
と
水
道
使
用
量
の
い
ず
れ
か
大
き
い

水
量
を
下
水
道
の
使
用
量
と
し
ま
す
。 

■
料
金
の
お
支
払
い
方
法 

（
上
水
道
料
金
と
併
せ
て

徴
収
し
て
い
ま
す
。
料
金

は
２
か
月
分
ま
と
め
て
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。） 

※
直
接
納
付
の
場
合
は
納

入
通
知
書
（
請
求
書
）

を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
持
参
の
上
、
取
扱
金

融
機
関
（
郵
便
局
は
除

く
）・
各
地
区
行
政
セ
ン

タ
ー
総
務
振
興
課
・
上

水
道
業
務
課
（
料
金
係
）

窓
口
に
て
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。 

※
口
座
振
替
の
場
合
は
水

道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し

た
月
の
翌
月
５
日
（
休

業
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）
が
振
替
日
で
す
。 

※
上
下
水
道
使
用
料
金
の

お
支
払
い
に
は
、
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

問
合
せ
先
　
下
水
道
業
務

課
（
布
目
庁
舎
） 

　
☎
84 
｜
９
６
４
７ 

　
市
の
下
水
道
料
金
は
平
成
18
年
４
月
分
よ

り
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
合
併
前
旧
市
町

村
の
料
金
の
差
異
を
調
整
す
る
た
め
の
措
置

で
す
。 

　
旧
新
湊
市
・
大
門
町
・
大
島
町
は
平
成
18

年
４
月
よ
り
統
一
料
金
に
改
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、

旧
新
湊
市
の
農
業
集
落
排
水
事
業
・
小
杉
町
・

下
村
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に
調
整
さ
れ
、

平
成
21
年
度
に
下
水
道
料
金
が
統
一
さ
れ
ま
す
。 

基本料金（10㎥まで） 

10㎥を超え､40㎥まで 

40㎥を超える分 

基本料金（10㎥まで） 

10㎥を超え､40㎥まで 

40㎥を超える分 

基本料金（10㎥まで） 

10㎥を超え､40㎥まで 

40㎥を超える分 

基本料金（10㎥まで） 

10㎥を超え､40㎥まで 

40㎥を超える分 

基本料金（300㎥まで） 

300㎥を超える分 

1,470 

157／㎥ 

168／㎥ 

16,170 

42／㎥

1,300 

130／㎥ 

140／㎥ 

1,350 

139／㎥ 

149／㎥ 

1,410 

148／㎥ 

158／㎥

1,344 

144／㎥ 

162／㎥ 

1,365 

150／㎥ 

163／㎥ 

1,417 

153／㎥ 

165／㎥

1,260 

131／㎥ 

154／㎥ 

1,365 

136／㎥ 

157／㎥ 

1,365 

136／㎥ 

157／㎥

下地区 大島地区 大門地区 小杉地区 
農集排 公　共 

新　湊　地　区 

平
成
18
年
度 

平
成
19
年
度 

調
　
整
　
期
　
間 

統
一
料
金
に
変
更
済
み 

統
一
料
金
に
変
更
済
み 

統
一
料
金
に
変
更
済
み 

平
成
20
年
度 

平
成
21
年
度 

一

般

用 

浴
場 

公
衆 

統
　
一
　
料
　
金 

月額：円（税込み） 

使用料金は、基本料金に超過料金を加算して計算します。 

下水道使用料金が 
変わります 

下水道使用料金が 
変わります 



射水市の人口 

昨
秋
。
米
国
に
出
掛
け

た
女
性
が
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
郵
便
局
か
ら
小
包

を
旧
大
門
町
の
実
家
に

送
っ
た
。
テ
ロ
対
策
で

中
身
が
調
べ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
一
週
間

で
届
く
と
係
は
言
っ
た

と
い
う
◆
が
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
こ

な
い
。
女
性
が
当
の
郵
便
局
に
問
い

合
わ
せ
た
ら
、
真
剣
に
調
べ
る
で
も

な
く
、
他
人
事
の
よ
う
に
「
運
が
悪

か
っ
た
の
ね
」。
五
十
日
近
く
た
っ
て
、

や
っ
と
届
い
た
◆
航
空
便
で
頼
ん
だ

の
に
係
が
う
っ
か
り
「
船
便
」
に
マ

ル
を
つ
け
た
の
が
原
因
。
船
便
の
何

倍
も
の
金
を
払
い
な
が
ら
荷
物
は
遅

れ
る
、
面
倒
だ
か
ら
賠
償
請
求
も
で

き
な
い
…
。
女
性
は
ぶ
ち
ギ
レ
だ

◆
再
び
日
本
へ
の
輸
入
停
止
と
な
っ

た
米
国
産
牛
肉
の
問
題
も
根
は
同
じ

よ
う
な
も
の
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
ず
さ

ん
さ
に
は
あ
き
れ
る
。
牛
肉
の
件
と

い
い
、
郵
便
局
の
例
と
い
い
、
米
国

よ
ど
う
し
た
！
◆
市
誕
生
式
典
も
終

わ
っ
た
わ
が
射
水
。
ま
な
こ
は
市
民

に
向
か
っ
て
〈
き
ら
め
い
て
〉
い
る

か
―
。
市
民
と
心
が
〈
響
き
あ
っ
て
〉

い
る
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平成18年2月1日現在　※（　）内は前月比 

人　口 
94,973人（－19） 

男　性 
45,918（－18） 

女　性 
49,055人（－1） 

世帯数 
30,211世帯（＋35） 

No.

2006

3

0
0
5

〒
9
3
9-

0
3
9
3
 
富
山
県
射
水
市
戸
破
1
5
1
1

●
平
成
18
年
3
月
号（
3
月
１
日
発
行
）
 

●
編
集
・
発
行
／
富
山
県
射
水
市
秘
書
広
報
課
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.im

izu.toyam
a.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　info@

city.im
izu.lg.jp

T
E
L
0
7
6
6-

5
7-

1
6
2
1

F
A
X
0
7
6
6-

5
6-

1
5
2
4

新湊博物館 新湊博物館 新湊博物館 ３月の休館日＝１日、７日、14日、22日、28日、４月４日 
TEL 83-0800

広

報

い
み
ず 

会　　期 ４月23日（日）まで 

展示解説会 ３月19日（日）午後２時～　 
（ミニシンポジウム形式で行います） 

写真「越中国絵図」（東大総合図書館蔵） 

　江戸時代、徳川将軍家の親戚である紀州藩徳川家には、
全国の国の様子をそれぞれ描いた絵図が伝えられていました。 
　この中に、江戸時代の初めに作られた越中（富山県）、加賀・
能登（石川県）の絵図が残されています。これらの絵図は、
加賀藩前田家が作製し幕府へ提出した絵図の写しで、400
年前の国の姿、村々、川の流れ、道、橋、城跡が描かれて
います。 
　これまでほとんど知られていなかった、この最古の国絵
図のすべての内容が分かるように、大型写真パネルで紹介
します。 

企画展「最古の国絵図を読む」

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。 

マグノリアの丘
から

大島絵本館 大島絵本館 大島絵本館 ３月の休館日＝６日、13日、20日、27日、31日 
TEL 52-6780

なかやみわ絵本原画展 「マグちゃんクラブ」 
　　　　　　スタート！！ 

日　　　時 

絵本館ギャラリー 

３月30日（木）まで 

場　　　所 

『そらまめくんとめだかのこ』 
『くれよんのくろくん』 

展 示 原 画 

大人も子どもも夢中にさせる人気絵本の原画展です。 
みんなの大好きなそらまめくんたちが絵本館で待ってるよ！ 

日　　　時 

絵本の読み聞かせや手遊び、 
おもちゃづくりなど 

毎週水・木曜日 
午前10時30分～ 

内　　　容 

　絵本館スタッフが親子のふれあいタイ
ムを応援します。親子フリーパスを持っ
て気軽にお集まりください。 


